
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）

四
八
（
四
八
）

マ
〃
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
ろ

考
察

剰
余
価
値
論
の
生
成
を
中
心
と
し
て

松
　
　
田

弘
　
　
三

　
剰
余
価
値
論
は
マ
ル
ク
ス
経
済
理
論
の
「
核
心
」
で
あ
り
、
「
礎
石
」
で
あ
る
。
剰
余
価
値
論
に
よ
る
資
本
制
生
産
の
秘
密
の
曝

露
は
、
唯
物
史
観
の
定
式
化
と
と
も
に
、
社
会
主
義
を
科
学
丁
し
た
と
こ
ろ
の
、
マ
ル
ク
ス
の
「
二
つ
の
偉
大
な
発
勘
」
の
一
つ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
場
合
、
な
に
よ

り
も
剰
余
価
値
論
の
生
成
を
橿
軸
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
教
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
○
経
済
学
説
は
、

史
的
唯
物
論
の
莱
礎
の
う
え
に
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
は
、
そ
○
初
期
に
お
い
て
は
、
史
的
唯
物
論
の
彩

成
と
む
す
び
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
何
だ
か
ら
、
剰
余
価
値
論
の
生
成
を
中
心
に
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
　
　
と
く
に
剰
余
価
値
論

の
莱
礎
理
論
で
あ
る
価
値
論
の
　
　
成
立
過
程
を
剋
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
ン
、
の
世
界
観
の
形
成
に
も
必
要
斤
か
ぎ
り
ふ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

４　
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
は
、
大
き
く
二
っ
－
の
時
期
に
分
れ
る
、
す
な
わ
ち
そ
の
第
一
期
は
、
一
八
四
三
年
ｏ
経
済
学
研
究
の
開

始
か
ら
一
八
四
八
－
九
年
革
命
ま
で
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
新
世
界
観
（
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的

唯
物
論
）
が
創
造
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
貫
く
問
題
意
識
が
定
市
一
さ
れ
、
そ
の
理
論
的
基
礎
が
お
か
れ
た
、



第
二
期
は
一
八
五
〇
年
の
経
済
学
研
究
の
再
開
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
死
（
一
八
八
三
年
）
を
へ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
．
に
よ
る
「
資
本
論
』

全
三
巻
ｏ
吊
版
完
了
（
一
八
九
四
年
）
ま
、
て
で
あ
つ
て
、
こ
ｏ
時
期
に
従
来
ｏ
経
済
学
ｏ
全
面
的
な
批
判
的
摂
取
「
ト
よ
つ
て
マ
ル
ク

ス
○
全
経
済
学
説
・
と
く
に
剰
余
僑
値
論
が
完
成
し
、
ン
、
れ
が
「
経
済
学
批
判
』
　
（
一
八
五
九
年
）
お
よ
び
司
一
資
本
論
」
　
（
第
一
巻

一
八
六
七
年
）
と
し
て
公
け
に
さ
れ
た
。
以
下
、
年
代
を
お
つ
て
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
や
、
あ
と
ず
け
て
み
よ
う
。

　
Ｏ
　
Ｈ
１
二
一
一
一
お
・
■
く
○
毫
ｏ
ユ
≧
；
、
、
Ｈ
）
ヨ
ｈ
ｐ
亘
巳
、
、
－
ｗ
Ｐ
自
・
（
曽
－
申
Ｈ
一
Ｈ
自
し
、
一
－
け
。
片
ｏ
＞
自
、
狛
川
、
一
、
。
）
ジ
ら
長
谷
部
文
雄
訳
（
青
木
文
庫
）
刷
九
頁
。

　
＝
套
二
一
ル
ク
ス
主
義
の
一
一
；
の
源
管
三
つ
の
構
成
蓼
」
邦
訳
一
「
一
ル
ク
ス
、
一
ン
ゲ
ル
ス
．
一
ル
ク
ス
義
一
（
罠
文
庫
）
第

　
　
　
一
冊
一
〇
六
頁
。

　
弓
．
身
景
一
ぎ
二
一
毫
；
身
三
一
色
一
≧
三
・
、
妻
婁
麦
一
・
…
邦
訳
一
一
ル
ク
ス
一
ン
ゲ
ル
ス
選
集
一
竺
四
竺
○
責
つ

　
カ
ー
ル
．
マ
ル
ク
ス
（
不
邑
葦
責
一
易
Ｈ
０
０
－
ｃ
．
ｃ
。
）
は
、
一
八
四
三
年
十
月
パ
リ
に
移
る
と
と
も
に
経
済
学
の
研
究
を
は
じ
め
た
、

ボ
ン
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
法
科
の
学
生
と
し
て
、
　
マ
ル
ク
ス
は
主
に
．
哲
学
と
歴
史
と
を
研
究
し
、
　
「
青
年
へ
ー
ゲ
ル
派
」
の
グ
ル
ー
プ
に
ぞ
く
し

た
こ
学
位
諭
丈
『
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自
然
哲
学
の
差
共
』
（
一
）
胃
９
。
自
、
・
一
。
、
ｐ
。
、
、
一
、
、
一
、
、
一
一
｛
げ
。
－
、
。
。
一
一
目
、
一
。
Ｈ
、
’
、
目
、
。
一
・
。
。
－
一
。
目
ズ
簑
け
目
、
－
一
巳
。
し
、
。
旦
、
一
。
・

一
。
・
５
で
は
・
ま
だ
婁
論
希
三
一
一
た
が
・
ナ
で
に
↑
ゲ
ル
に
ピ
い
し
て
白
モ
て
い
た
、
彼
は
そ
の
後
フ
丁
イ
エ
ル
バ
ツ
ニ
一
具
一
考
、
－
・
弓
。
昌
。
、

；
争
）
の
影
料
を
う
け
・
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
襖
念
性
を
批
判
す
る
に
．
い
た
る
、
、
（
円
へ
－
ゲ
ル
〕
法
浦
批
判
』
（
不
、
一
一
’
、
、
一
。
・
。
目
。
岬
。
一
、
。
－
、
。
、
一
８
一
、
、
一
、
、
。
。
－
一
、
、
）

一
八
四
三
伍
．
三
－
八
月
い
帆
籍
・
）

　
プ
ロ
シ
ヤ
の
反
動
政
策
の
も
と
で
教
職
に
つ
く
こ
と
を
断
念
し
た
マ
ル
ク
ス
は
、
　
一
八
四
二
年
十
月
ケ
ル
ン
の
急
連
的
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
の
機
関
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

『
ラ
イ
ン
新
閏
』
の
主
筆
と
た
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
「
い
わ
ゆ
る
物
質
的
利
害
に
か
ん
す
る
請
争
」
　
（
木
材
盗
伐
取
締
法
に
っ
い
一
、
の
ラ
ィ
ン

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
九
（
四
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
五
〇
）

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
一
晋
）

州
議
会
の
討
議
そ
の
他
一
に
参
加
芸
る
を
え
な
－
竺
た
、
、
麦
フ
ラ
一
一
の
杜
会
主
義
思
想
の
間
題
に
直
面
し
た
、
そ
こ
で
経
済
学
と
杜
会
主
義

に
．
か
ん
す
る
知
識
の
不
足
を
痛
感
し
た
彼
は
、
翌
年
三
月
編
集
を
辞
す
る
と
、
か
ね
て
婚
約
申
の
イ
ェ
ン
ニ
、
．
フ
オ
ン
．
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
、
レ
ン
と

結
婚
し
、
思
想
と
言
論
の
自
由
の
な
い
プ
ロ
シ
ャ
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
で
一
ル
ク
ス
が
藷
に
な
し
と
げ
た
仕
事
は
、
↑
ゲ
ル
法
哲
学
の
批
判
で
あ
つ
て
、
そ
の
成
果
は
一
八
四
四
年
二
月
ア
、
ノ
ル
ド
日
ル
、
ゲ

と
と
も
に
■
発
行
し
た
『
独
仏
年
誌
』
（
一
）
２
暮
一
・
ザ
串
昌
き
ム
げ
〇
一
さ
サ
一
邑
昌
・
一
脅
）
に
掲
載
さ
れ
た
講
文
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

す
奪
ち
享
・
『
一
ダ
ヤ
人
問
題
に
喜
て
』
９
一
二
麦
碁
二
含
三
年
木
，
，
十
月
執
筆
一
で
は
、
彼
は
近
代
杜
会
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

治
的
国
家
と
市
民
杜
会
と
一
の
分
裂
、
圭
び
そ
れ
に
対
応
す
る
政
鴎
解
放
↑
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
革
命
一
と
「
人
間
的
解
放
一
↑

共
産
主
義
革
命
）
と
の
区
別
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
ン
、
し
て
、
政
治
的
解
放
は
利
己
的
人
間
の
自
由
を
実
現
し
た
に
す
ぎ
ず
、

人
間
為
人
と
食
と
に
分
裂
さ
せ
る
に
す
茎
い
か
ら
、
そ
註
人
間
の
全
的
森
讐
は
き
。
全
的
姦
放
は
、
「
人
間
的

諾
関
係
。
人
間
そ
告
身
一
の
島
・
、
す
な
わ
ち
人
蝪
解
讐
雲
と
縞
論
し
て
い
る
、
、
、
、
し
て
こ
の
解
放
に
よ
つ
て
「
塁

の
個
別
的
人
間
が
・
そ
の
個
人
的
労
働
、
そ
の
個
人
的
萬
係
に
ま
て
類
的
存
在
走
り
、
り
一
、
・
本
来
の
力
裏
会
碧
力
と
し

て
組
織
す
る
」
、
杜
会
・
す
な
わ
ち
共
産
主
義
杜
会
が
実
駄
さ
れ
る
こ
と
わ
し
主
張
し
て
い
ろ
、

さ
ら
に
彼
は
一
ダ
ヤ
教
の
榛
的
譲
の
曝
電
関
連
し
て
、
私
利
は
近
代
市
民
杜
会
の
原
理
ノ
・
、
あ
り
、
貨
幣
は
こ
の
杜
会
の
排

他
的
な
神
で
あ
る
こ
と
蓑
き
ら
か
に
し
、
「
貨
幣
は
人
間
か
鉦
外
さ
れ
た
人
間
・
労
働
主
び
人
閉
の
存
在
の
本
質
で
雷
、

こ
り
外
的
な
衣
が
人
閉
を
詣
し
・
人
間
が
そ
の
芝
に
拝
脆
す
小
。
一
と
二
て
い
る
、
こ
こ
に
す
で
に
人
閉
の
疎
外
主
び

商
品
Ｏ
物
神
的
性
格
い
思
想
、
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、

つ
ぎ
に
・
『
↑
ゲ
ル
蕃
学
批
判
序
説
』
言
胃
一
童
・
二
唇
巨
曇
鼻
８
豆
一
巨
呈
・
。
－
婁
一
、
巨
芦
、
。
二
八
四
一
一
奉
十



二
月
執
筆
）
で
は
、
宗
教
お
よ
び
神
学
の
枇
判
　
　
そ
れ
は
フ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ノ
ハ
に
よ
っ
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
　
　
に
か
わ
っ
て
・

い
ま
や
法
お
よ
び
政
治
の
批
判
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
さ
き
の
立
論
を
基
礎
と
し
て
、
ド
ィ
ツ
に
お
け

る
人
間
的
解
放
の
可
能
性
が
論
苦
ら
れ
て
い
る
。
ド
ィ
ツ
で
は
「
根
底
的
な
革
命
」
、
い
い
か
え
れ
ば
そ
の
現
状
、
す
な
わ
ち
封
建

的
秩
序
に
た
い
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
未
来
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
的
秩
序
に
た
い
し
て
も
む
け
ら
れ
る
革
命
の
み
が
可

能
で
あ
り
、
ま
た
ユ
、
こ
で
は
全
般
的
解
放
が
あ
ら
ゆ
る
部
分
的
解
放
の
必
須
条
件
で
あ
る
。

　
ユ
、
れ
で
は
ド
ィ
ツ
の
解
放
の
積
極
的
可
能
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
答
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
階
級
の
形
成
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
根
底

的
な
鎖
を
お
っ
た
一
階
級
」
、
「
杜
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
解
放
し
な
い
で
は
み
ず
か
ら
を
解
放
で
き
な
い
一
階
層
」
、
い
い
か
え
れ

ば
「
人
間
性
の
完
全
な
喪
失
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
間
性
の
完
全
な
回
復
に
よ
っ
て
し
か
み
ず
か
ら
を
か
ち
と
る
こ
と
の
で
き
な

い
一
階
層
」
、
す
な
わ
ち
産
業
運
動
に
よ
っ
て
生
成
し
つ
つ
あ
る
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ァ
ー
ｈ
」
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
は
哲
学
を
こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
精
神
的
武
器
で
あ
る
と
言
明
す
る
。
そ
の
哲
学
と
は
、
　
「
人
間
を
人
間
の
至
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

物
と
宣
言
す
る
よ
う
な
理
論
」
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
の
思
想
で
あ
る
。
彼
は
い
う
、
　
「
た
し
か
に
、
批
判
の
武
器
は
武
器
の
批
判

に
か
わ
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
物
質
力
を
た
お
す
の
は
物
質
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
理
論
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
大
衆
を
把

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

握
す
る
や
い
な
ヤ
、
物
質
力
と
な
る
。
」
と
、

　
か
く
し
て
、
　
「
ド
イ
ツ
人
の
解
放
は
人
間
の
解
放
で
あ
る
、
ン
、
ｏ
蝋
脳
は
哲
学
で
、
ン
、
の
心
臓
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
だ
、
」
「
哲

学
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
う
ち
に
ン
、
の
物
質
上
の
武
器
を
み
い
だ
す
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ァ
ー
ト
は
哲
学
の
う
ち
に
そ
の
精
神

上
の
武
播
を
み
い
だ
す
、
ン
、
し
て
思
想
の
電
光
が
こ
の
素
朴
な
国
民
ｏ
土
壌
を
底
ふ
か
く
つ
ら
ぬ
く
や
い
な
ヤ
、
人
間
へ
の
ド
ィ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

人
の
解
放
は
成
就
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
」
．

　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
１
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
五
二
）

　
こ
Ｏ
思
想
は
世
界
史
上
は
じ
め
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
陶
明
さ
れ
た
も
Ｏ
で
あ
る
、
．
彼
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
た
だ
苦
悩
す

ろ
階
級
、
て
あ
る
に
と
と
弐
ら
た
い
こ
と
、
彼
ら
の
お
か
れ
て
い
ろ
悲
惨
な
状
態
が
、
逆
い
が
た
い
力
、
て
彼
ら
を
た
え
ず
前
進
さ
せ
、

白
己
○
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
全
人
類
の
解
放
を
、
た
た
か
い
と
ら
せ
る
こ
と
を
ヘ
ニ
、
に
っ
た
最
初
○
人
で
あ
っ
．
た
。
、
し
こ
に
、

マ
ル
ク
ス
の
窮
極
目
標
「
人
間
の
解
放
」
が
明
示
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
人
類
解
放
○
歴
史
的
使
命
を
負
う
階
級
と
規
定
さ

れ
た
○
で
あ
る
一
そ
札
は
マ
ル
ク
ス
”
エ
ン
グ
ル
ス
Ｏ
終
生
を
質
く
根
本
思
想
，
て
あ
」
り
、
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
径
済
学
も
デ
し
○
根

木
命
題
を
、
資
本
主
義
杜
会
の
経
済
的
運
動
法
則
の
う
ち
に
論
証
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
、
に
、

　
と
こ
ろ
で
『
独
仏
年
誌
』
に
は
、
以
上
の
ほ
か
に
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
’
ス
（
享
♂
婁
・
一
）
き
売
ら
コ
っ
二
竃
ｏ
－
ヨ
）
の
「
国
民
経
済

学
批
判
大
綱
」
（
；
弓
ぎ
ｏ
…
・
一
房
・
３
．
ま
斤
ま
・
多
一
ユ
○
；
ま
一
・
昌
ｇ
ま
Ｑ
）
が
の
せ
ら
れ
て
い
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
四
二
年
、
マ
ン
チ
エ

ス
タ
ー
の
父
の
出
資
し
て
い
た
紡
績
工
場
に
勤
務
す
る
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
波
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
淡
本
主
義
杜
会
と
労
働
着
階
級
の
状
態
と
に
か
ん
寸
る

精
力
仙
な
研
究
に
よ
つ
て
、
マ
ル
ク
ス
と
は
別
箇
に
ぼ
ぼ
同
様
の
思
想
に
到
達
し
た
。
そ
し
て
一
八
四
四
年
八
月
ド
イ
ツ
ヘ
の
帰
途
パ
リ
に
マ
ル
ク
ス

を
拍
と
ず
れ
刊
完
企
な
理
諭
的
一
致
を
み
て
、
こ
こ
に
生
涯
か
わ
る
こ
と
の
一
、
～
い
親
交
と
協
働
と
、
が
は
じ
↓
し
ム
っ
た
の
で
あ
る
、
、

　
『
旧
民
維
済
牢
批
判
大
綱
』
は
こ
れ
よ
リ
さ
き
、
イ
ギ
リ
ス
淋
在
巾
（
一
八
凹
三
年
十
二
月
）
の
労
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
が
「
天
才
的

ス
ヶ
ツ
チ
」
と
“
し
た
も
〃
で
あ
る
、
そ
こ
で
は
、
近
代
杜
会
ｏ
某
礎
が
私
有
財
産
「
一
あ
る
こ
と
、
私
有
材
産
ｏ
締
果
と
し
て
商
業
、
が

生
じ
、
非
人
閉
的
な
競
争
が
必
然
的
と
な
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
、
つ
い
で
国
民
経
済
学
ｏ
価
位
、
地
代
、
汽
木
等
ｏ
概
念
が
吟
味
．
ゾ
、

れ
、
労
働
と
資
木
と
Ｏ
本
源
的
分
雛
こ
ン
、
規
代
Ｏ
い
っ
さ
い
Ｏ
分
裂
が
発
生
す
る
根
汐
で
あ
る
こ
と
が
ホ
．
イ
、
れ
て
い
る
、
さ
一
り
に
こ

○
よ
う
穴
杜
会
に
お
け
ろ
商
業
恐
慨
Ｏ
必
燃
性
が
論
ぜ
ら
れ
、
マ
ル
サ
ス
の
人
口
諭
「
ト
た
い
オ
る
批
判
が
な
さ
れ
て
い
、
（
、
、
、
／
、
し
て

私
有
肘
産
と
そ
れ
に
も
と
ず
く
競
争
と
の
揚
棄
に
よ
っ
て
の
み
、
　
「
人
類
の
白
燃
お
よ
び
白
分
，
目
身
と
Ｏ
和
餅
」
が
成
就
さ
れ
一
ノ
っ
ソ
ー
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
、

と
、
　
「
類
意
譲
の
な
い
分
裂
し
た
原
子
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
意
識
的
に
生
産
」
す
ス
、
こ
と
に
、
よ
っ
て
の
み
、
す
べ
て
の

対
立
を
克
服
す
る
こ
と
．
が
で
き
る
こ
と
、
が
主
張
さ
れ
て
い
、
、
ｏ
、

　
こ
の
著
作
は
、
ニ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
マ
ル
ク
ス
と
ほ
ぼ
同
様
ｏ
結
論
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
、
す
ば
か
り
で
な
く
、
経
済
学
、
マ
ル

ク
ス
主
義
○
こ
の
沃
定
的
領
域
に
お
い
て
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
マ
ル
ク
ス
に
先
ん
じ
て
い
た
こ
と
を
山
、
〃
き
ら
か
に
し
て
い
る
、

　
０
　
』
（
∴
声
冒
！
く
Ｃ
ミ
一
；
二
く
葦
『
・
皇
二
庁
・
Ｈ
邑
己
色
一
９
０
一
；
・
○
旨
げ
。
、
（
一
婁
叶
一
暮
け
・
≧
一
糸
一
一
６
一
〇
Ｃ
．
ら
訳
『
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
補

　
　
　
巻
３
二
頁
二

　
　
　
考
費
ぐ
享
売
・
７
（
一
（
警
…
一
…
孫
一
ご
Ｃ
（
一
－
責
；
お
み
・
ご
９
く
；
ブ
ニ
、
一
二
一
旨
竺
け
竈
片
Ｃ
）
Ｈ
＞
ソ
叶
．
ヌ
一
・
Ｈ
（
以
下
呂
｝
己
＞
Ｈ
＼
Ｈ
と
略
す
）
エ
．
婁
○
訊

　
　
　
『
選
集
』
補
巻
４
二
二
三
頁
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

い 　
　
ｐ
・
ｐ
・
（
）
・
○
ｃ
．
暮
ｃ
訳
一
六
〇
頁
、

〇
一
ト
ニ
．
ｃ
．
げ
一
・
い
ｓ
訳
一
六
一
頁
二

〇
　
戸
一
ピ
（
）
．
コ
○
・
婁
ｏ
○
訳
一
六
七
頁
、
、

＠
　
ｐ
二
・
．
（
）
、
エ
・
（
三
干
８
訳
一
九
〇
頁
、
一

〇
デ
デ
（
）
・
○
に
・
Ｓ
○
訳
一
九
二
貝
、
、

Ｏ
・
．
・
・
○
．
エ
．
３
ら
訳
一
八
三
－
四
頁
二

¢
一
・
ニ
ポ
Ｃ
．
ヱ
．
巳
ｃ
－
■
訳
一
九
丁
－
二
頁
．

＠
　
ソ
ご
シ
ジ
Ｈ
＼
〕
エ
∴
一
〇
ｃ
ｏ
刊
＾
『
遣
集
』
補
巻
５
訳
二
〇
凹
頁
、
、

ｃ
・
・
二
一
・
ヱ
∴
三
二
一
八
ハ
、

マ
ル
ク
ス
が
純
沽
学
Ｏ
研
究
に
着
手
す
ろ
に
あ
た
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
、
し
Ｏ
交
友
が
あ
ず
か
一
て
力
が
あ
一
ノ
た
こ
と
は
艇
い
が
な

、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
円
四
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
を
研
究
す
ろ
と
、
し
も
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
ｏ
「
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
』
か

　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
遇
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
五
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
五
四
）

ら
刺
戟
を
う
け
て
、
経
済
学
の
系
統
的
研
究
に
と
り
か
か
っ
た
。
ン
、
し
て
同
年
の
三
月
か
ら
八
月
ま
で
に
、
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
、
リ

カ
ー
ド
・
Ｊ
軸
Ｂ
６
セ
イ
・
　
シ
ス
モ
ソ
デ
イ
、
ペ
ク
ー
ル
、
ブ
レ
イ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ル
、
　
ス
カ
…
ル
ベ
ツ
ク
、
ｗ
．
シ
ュ
ル
ツ
、

マ
カ
皿
ツ
ク
・
ト
ラ
シ
…
・
ボ
ァ
ギ
ュ
ベ
ー
ル
等
の
薯
作
を
、
　
　
イ
ギ
リ
ス
○
学
考
○
も
ｏ
は
フ
ラ
ン
ス
訳
で
　
　
読
み
、
老
大

な
抜
率
■
ｉ
ト
を
書
き
上
げ
た
。
そ
し
て
一
八
四
五
年
の
は
じ
め
に
は
、
　
「
政
治
お
よ
び
経
済
学
の
批
判
」
し
・
、
い
う
表
題
の
全
二
巻

の
書
物
Ｏ
発
行
に
つ
い
て
、
　
出
板
業
者
と
契
約
を
む
す
ん
だ
、
　
こ
の
書
物
は
出
版
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
そ
の
季
．
碕
は
　
「
経
済
学
と
哲
学

と
に
か
ん
す
る
手
稿
」
（
ひ
ぎ
；
；
オ
〇
一
・
９
皇
〕
一
Ｈ
９
◎
言
穴
〇
一
嵩
岩
書
一
一
÷
三
芦
　
一
八
凹
四
年
四
－
八
月
軌
筆
）
と
題
し
て
、
Ｎ
．
Ｅ
．
Ｌ
研
究

所
版
『
マ
ル
ク
ス
旺
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
一
部
第
三
巻
に
発
表
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
『
手
稿
』
は
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
卓
研
究
の
最
初
の
独
創
灼
な

成
果
で
あ
る
ば
か
リ
で
な
く
、
彼
の
経
済
学
研
究
を
貫
く
問
題
意
識
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
「
手
稿
」
は
ま
ず
近
代
杜
会
の
諾
階
級
、
す
な
わ
ち
労
働
者
、
資
本
家
、
土
地
所
有
者
の
地
砿
を
、
労
賃
、
利
潤
、
地
代
と
い
う

経
済
学
的
範
樽
に
よ
っ
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
こ
で
主
と
し
て
利
用
さ
札
て
い
る
○
は
ス
、
、
、
ス
○
「
国
富
論
』
で
あ
る
が
　
　
セ
イ
、

リ
カ
ー
ド
・
シ
ス
そ
ン
デ
ィ
等
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
　
　
、
ン
、
れ
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
て
い
る
結
論
は
ツ
ハ
、
、
、
ス
と
は
正
反
対
、
て
あ
る

す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
は
・
近
代
杜
会
を
諾
階
級
の
敵
対
と
闘
争
Ｏ
杜
会
と
し
て
、
ン
、
し
て
こ
Ｏ
闘
争
を
通
じ
て
超
克
さ
、
む
べ
き
社
会

と
し
て
榊
き
だ
す
一
と
く
に
労
働
者
の
非
人
間
的
状
態
　
　
労
働
者
は
二
筒
Ｏ
商
晶
」
で
あ
い
ノ
、
　
「
機
械
に
な
り
さ
が
り
」
、
「
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

乏
」
は
「
こ
ん
に
ち
Ｏ
労
働
そ
の
も
の
の
本
質
か
ら
生
ず
小
」
　
　
は
、
シ
ユ
ル
ツ
、
ペ
ク
ー
ル
、
ヒ
ユ
レ
等
の
杜
会
主
義
的
思
想

家
の
著
作
を
引
用
し
な
が
ら
、
生
く
と
描
か
れ
て
い
る
一
と
こ
ろ
で
土
地
所
有
は
、
近
代
的
産
業
の
競
争
戦
に
ま
き
こ
ま
札
た
締
果

と
し
て
・
資
木
に
従
属
し
、
両
者
の
区
別
は
解
消
さ
れ
て
、
杜
会
は
亙
は
対
立
す
ろ
二
大
階
級
、
労
働
考
階
級
と
資
木
家
階
級
、
戸
し
「
ト

分
裂
ナ
ろ
に
い
た
る
一



止

　
資
本
は
人
間
に
た
い
す
る
私
有
財
産
の
支
配
を
完
成
し
た
。
私
有
財
産
と
は
対
象
化
さ
れ
た
労
働
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

に
宮
の
本
質
を
労
働
に
も
と
め
た
と
こ
ろ
に
国
民
経
済
学
　
　
ア
ダ
ム
・
ス
、
一
一
ス
！
、
、
ｏ
偉
大
な
進
歩
が
あ
つ
た
一
私
有
財
産
を
人

間
に
た
い
す
ろ
対
象
的
存
在
と
考
え
る
重
商
主
義
者
が
カ
ト
リ
ソ
ク
教
徒
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
、
！
、
○
主
体
的
本
質
を
発
見
し
た
ス
、
、
、

ス
は
「
国
民
経
済
的
ル
ッ
タ
｝
」
と
よ
ん
で
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
間
自
身
が
富
の
本
質
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
山
め
る
が
、
ン
、

の
た
め
に
か
え
っ
て
人
間
自
身
が
私
有
財
産
○
制
約
の
な
か
に
お
か
れ
る
の
で
あ
る
。
　
「
だ
か
ら
労
働
を
原
理
と
す
る
国
民
経
済
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

は
人
間
を
承
認
す
る
と
い
う
外
観
の
も
と
に
、
む
し
ろ
人
間
の
否
認
を
徹
底
的
に
遂
行
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
」

　
そ
れ
で
は
マ
ル
ク
ス
は
私
有
財
産
を
い
か
に
解
明
す
る
か
。
　
　
我
々
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
る
事
態
は
つ
ぎ
の
、
よ
う
、
な
。
わ
○
ノ
し
あ

る
。
本
来
な
ら
ば
労
働
者
に
ぞ
く
す
べ
き
労
働
の
生
産
物
が
、
彼
か
ら
独
立
し
た
疎
遠
な
力
と
し
て
彼
に
対
立
し
、
労
働
者
は
富
を

よ
り
多
く
生
産
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
・
そ
れ
だ
け
ま
す
ま
ふ
１
９
貧
し
く
な
り
、
よ
り
多
く
の
商
品
を
つ
く
れ
ば
つ
く
る
ほ
ど
、
彼
は
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

ま
す
安
価
な
商
品
と
な
る
。
そ
れ
は
労
働
の
「
疎
外
、
外
在
他
」
の
結
果
で
あ
る
。
労
働
者
の
彼
の
労
働
生
産
物
に
た
い
す
る
関
係

に
お
け
る
疎
外
は
・
労
働
者
が
よ
り
多
く
生
産
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ン
、
れ
だ
け
ま
す
ま
す
少
く
消
費
せ
ざ
る
を
え
ず
、
よ
り
多
く
○

価
値
を
創
造
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
は
そ
れ
だ
け
ま
す
ま
す
無
価
値
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
「
彼
が
消
已
に
対
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

て
つ
く
り
だ
す
対
象
的
世
界
が
ま
す
ま
す
強
大
と
な
り
、
彼
自
身
す
な
わ
ち
・
！
、
の
内
的
世
界
が
ま
す
ま
す
貧
弱
に
な
る
」
と
い
う
こ

と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
疎
外
は
た
ん
に
労
働
の
結
果
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
労
働
ン
、
の
も
の
に
つ
い
て
も
存
在
す
る
、

そ
れ
は
労
働
が
労
働
者
に
た
い
し
て
外
的
な
も
ｏ
で
あ
り
、
彼
の
本
質
に
ジ
、
く
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
労
働
者
は
労
働
ｏ
外
部
で
は

じ
め
て
白
己
の
も
と
に
あ
る
と
感
じ
・
労
働
の
な
か
で
は
自
己
の
そ
と
に
あ
る
と
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
、
ン
、
し
て
ン
、
れ
は
労
働
が
自

発
的
な
も
の
で
な
く
て
、
強
制
労
働
で
あ
り
、
欲
望
の
充
足
で
は
な
く
て
、
労
働
以
外
の
欲
望
を
充
足
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
ろ
か

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
五
六
）

ら
で
あ
り
、
ま
た
労
働
が
労
働
者
自
身
の
も
の
で
は
な
く
て
他
人
の
も
の
で
あ
り
、
労
働
に
お
い
て
彼
は
庄
分
自
身
に
で
は
な
く
他

人
に
グ
、
く
す
る
か
ら
で
あ
る
、
だ
か
ら
労
働
者
は
飲
食
、
生
稜
の
よ
う
な
動
物
的
な
機
能
に
お
い
て
の
み
自
発
的
、
て
あ
る
に
す
ぎ
ず
・

彼
の
人
間
的
な
機
能
　
　
労
働
　
　
に
お
い
て
は
か
え
っ
て
動
物
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
人
間
は
元
来
一
個
の
類
的
存
在
で
あ
る
が
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
は
人
間
か
ら
自
然
を
疎
外
し
、
彼
自
身
を
、
生
産
活
動
と
生
活
行

為
を
疎
外
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間
を
類
か
ら
疎
外
す
る
、
そ
れ
は
人
間
に
と
っ
て
類
的
生
活
を
個
人
生
活
の
手
段
に
さ
せ
る
。

人
聞
の
類
的
存
在
か
ら
の
疎
外
の
直
接
の
帰
結
は
、
人
間
の
人
間
か
ら
の
疎
外
で
あ
る
、
人
間
が
自
分
白
身
に
対
立
す
る
な
ら
ば
・

、
〆
、
の
と
き
に
は
彼
に
た
い
し
て
他
の
人
間
が
対
立
す
る
。

　
岬
／
、
れ
、
て
は
労
働
○
生
産
物
が
労
働
者
に
た
い
し
て
疎
外
さ
れ
、
疎
遠
な
力
と
し
て
彼
に
対
立
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
だ
れ
に
ぞ
く

す
る
の
、
て
あ
ろ
う
か
、
神
に
か
、
．
否
、
労
働
と
労
働
の
生
産
物
が
そ
れ
に
ぞ
く
す
る
他
の
存
在
は
、
た
だ
人
間
白
身
で
し
か
あ
り

え
な
い
、
労
働
Ｏ
生
産
物
が
労
働
者
に
た
い
し
て
疎
遠
な
対
象
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
彼
か
ら
独
立
し
た
人
間
が
こ
の
対
象
の
支
配
者
で

あ
る
、
労
働
が
労
働
者
に
と
つ
て
不
白
由
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
○
労
働
は
な
ん
ら
か
他
の
人
間
に
奉
仕
し
た
・
そ
の
強
制
の

も
と
で
Ｏ
行
為
、
て
あ
ろ
、
「
こ
う
し
て
疎
外
さ
れ
・
／
こ
、
外
在
化
さ
れ
た
労
働
に
よ
つ
て
、
労
働
者
は
、
労
働
に
縁
の
な
い
・
そ
Ｏ
外

部
に
工
．
」
っ
人
間
　
　
す
な
わ
ち
資
本
家
　
　
Ｏ
こ
の
労
働
に
た
い
す
る
関
係
を
う
み
ソ
．
に
す
、
」
「
そ
れ
だ
か
ら
私
有
財
産
は
・
疎
外
さ

れ
た
労
働
の
」
産
物
、
て
あ
り
、
ン
、
の
必
然
的
帰
締
な
の
で
あ
る
、
し
．

　
こ
い
こ
、
、
し
｛
、
り
あ
き
し
か
に
な
る
の
は
、
私
有
財
産
か
ら
の
、
隷
属
か
じ
い
杜
」
会
り
解
炊
は
、
労
働
者
ｏ
解
放
と
い
う
政
治
的
な

か
た
斗
り
、
、
一
、
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
↓
、
～
る
一
こ
う
い
っ
た
か
ら
と
て
、
山
、
仏
に
も
労
働
者
ｏ
解
放
だ
け
し
か
問
題
に
た
ら
な

い
と
い
う
わ
け
ノ
し
は
な
い
、
労
働
者
の
解
放
の
な
か
に
は
普
遍
的
な
人
間
的
解
放
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
○
で
あ
る
、
そ
し
て
そ
れ
は
、



生
産
に
た
い
す
る
労
働
者
の
関
係
の
な
か
に
い
つ
さ
い
の
人
町
的
隷
属
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、

　
以
上
に
よ
っ
て
、
　
『
手
稿
』
の
根
本
思
想
が
「
労
働
の
白
己
疎
外
」
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
　
「
疎
外
」
と
い
う
観
念
は
、

直
接
に
１
は
へ
ー
ゲ
ル
に
内
來
し
て
い
る
、
一
『
手
稿
』
の
最
後
に
．
お
か
れ
た
「
へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
な
ら
び
に
・
哲
学
一
般
の
批
判
」
に
・
の
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
へ
－
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』
の
偉
大
な
点
は
、
人
間
の
自
已
創
造
を
過
程
と
し
て
把
握
し
、
労
働
の
本
質
を
把
掻
し
て
、
人
間
自
身
を
労

働
の
成
果
と
し
て
と
ら
え
た
こ
と
で
あ
る
、
し
か
し
彼
の
知
っ
て
い
た
労
働
は
抽
象
的
、
精
神
的
労
働
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
た
め
彼
は
労
働
の
肯
定
的

側
面
の
み
を
み
て
、
否
定
的
側
面
を
み
な
か
っ
た
、
へ
－
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
人
間
は
自
己
意
識
に
．
ひ
と
し
い
も
の
で
あ
リ
、
Ｌ
た
が
っ
て
人
間
的
存
在
・

の
疎
外
と
は
自
己
意
識
の
外
在
化
に
ー
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
観
念
論
を
徹
底
的
に
．
批
判
し
て
、
　
「
疎
外
と
い
う
腰
味
な
概
念
を
、
具

　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
○
ム

体
的
な
班
論
に
か
え
た
。
」
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
人
間
の
す
べ
て
の
自
己
疎
外
の
根
底
が
、
労
働
の
白
已
疎
外
に
、
す
な
わ
ち
生
産
過
程
に
お

け
る
労
働
の
非
人
間
的
な
あ
り
方
に
み
い
だ
さ
れ
た
ｏ
で
あ
る
、
こ
こ
に
資
本
制
生
産
関
係
ｏ
、
す
な
わ
・
り
資
本
家
対
賃
労
働
者
の

階
級
関
係
の
、
端
緒
的
解
明
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
が
な
い
、
羊
．
れ
だ
け
、
て
は
な
い
。
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
思
想
は
、

「
資
本
論
」
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
た
、
資
本
制
生
産
過
程
の
労
働
過
程
お
よ
び
価
値
増
殖
過
程
と
し
て
の
二
重
存
在
の
魏
論
に
ま

、
て
発
展
す
べ
き
碗
芽
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
労
働
〇
二
重
性
格
の
理
論
と
も
つ
な
が
り
を
も
つ
、
ま
た
私
有
財
産
を
疎
外
さ
れ
た
労

働
ｏ
産
物
と
み
ろ
こ
と
が
、
商
侃
、
貨
幣
、
資
本
等
ｏ
物
神
的
性
格
の
曝
露
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
も
あ
き
ら
か
、
て
あ
ろ
う
、

　
か
く
し
て
、
「
手
稿
』
は
弁
証
法
哲
学
と
古
典
緑
済
学
と
杜
会
主
義
思
想
と
の
　
　
こ
Ｏ
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
三
つ
の
源
痕
」
Ｏ

　
　
批
判
的
摂
取
Ｏ
う
え
に
た
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
窮
趣
目
標
　
　
人
閉
Ｏ
燃
放
　
　
の
必
燃
性
の
根
拠
を
、
は
し
め
て
資
本
制
生

産
関
係
ｏ
分
析
に
も
と
め
た
も
？
こ
し
て
謝
期
的
で
あ
ろ
、
し
か
し
疎
什
さ
れ
た
労
働
○
思
想
は
ま
だ
、
／
、
れ
だ
け
で
は
経
済
理
論
で

は
な
い
、
そ
れ
は
、
端
的
に
い
え
ば
剰
余
価
使
論
を
、
ま
た
ン
、
の
基
礎
と
し
て
Ｏ
価
値
論
を
も
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
、
こ
れ
ら

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
■
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
五
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）

五
八
（
五
八
）

の
理
論
に
も
と
ず
い
て
の
み
、
資
本
主
義
杜
会
の
経
済
的
運
動
法
則
を
あ
き
ら
か
に
し
、
々
、
の
杜
会
主
義
杜
会
へ
の
転
化
の
必
然
性

を
・
科
学
的
に
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ン
、
し
て
ン
、
の
た
め
に
は
、
な
お
二
十
余
年
に
わ
た
、
、
刻
苦
に
み
ち
た
研
究
過
程
を
必
要

と
し
た
の
で
あ
り
・
そ
れ
は
；
胃
で
い
え
ば
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
思
想
が
剰
余
価
値
論
に
よ
っ
て
経
済
理
論
化
さ
れ
る
過
程
だ
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
必
須
の
中
間
項
が
商
品
の
分
析
、
な
か
ん
ず
く
労
働
の
二
重
性
格
の
把
握
、
て
あ
る
こ
と
は
い

　
　
　
　
　
３
）

　
　
　
　
　
ｏ
＾

う
ま
で
も
な
い
，

　
＠
　
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
レ
ー
ニ
ン
研
究
所
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
年
譜
』
広
ら
定
吉
訳
三
二
、
　
　
　
三
囚
、
三
九
頁
つ

　
＠
　
曽
■
（
ま
Ｈ
＼
ｏ
ｏ
ジ
自
訳
『
選
集
』
補
４
二
四
三
頁
。

　
＠
　
Ｐ
戸
（
！
４
一
〇
べ
訳
三
三
〇
頁
・
こ
の
言
葉
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
』
　
崔
■
、
、
＞
Ｈ
＼
〕
ジ
○
。
○
。
ｏ
。
訊
補
巻
５
二
〇
一
頁
を
踏

　
　
　
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
＠
　
ｐ
．
ｐ
．
（
リ
・
○
ｃ
」
暑
－
］
○
○
ｏ
訳
三
三
一
頁
、
．

　
＠
　
ｐ
ｐ
・
○
・
つ
ｎ
．
ｃ
ｏ
○
○
訳
二
九
九
頁
つ

　
＠
　
ｐ
．
ｐ
．
（
）
・
つ
○
・
○
ｏ
○
○
訊
三
〇
〇
頁
。

　
＠
　
ｐ
・
ｐ
．
○
・
○
○
・
胃
訳
三
二
一
頁
つ

　
＠
　
ル
７
工
ー
ヴ
ル
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
竹
内
良
知
訳
三
二
頁
。

　
ゆ
　
長
洲
二
一
氏
「
マ
ル
ク
ス
の
ス
ミ
ス
批
判
」
　
（
高
島
編
『
ス
ミ
ス
国
富
諭
講
義
』
５
）
、
お
よ
ぴ
杉
原
四
郎
氏
「
労
働
の
自
己
疎
外
と
そ
の
止

　
　
　
揚
」
（
「
関
西
大
学
経
済
論
集
」
一
九
五
一
年
六
月
）
参
照
、
、

　
さ
て
・
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
最
初
の
協
阿
労
作
は
、
「
神
聖
家
族
、
ま
た
は
批
判
的
批
判
の
批
判
』
　
（
－
ま
一
宜
旨
、
弓
、
一
、
、
一
皇
。
・

◎
宇
『
示
ユ
三
（
宇
『
【
『
弐
こ
・
〇
一
一
ｇ
穴
幸
寿
）
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
は
青
年
へ
－
ゲ
ル
示
の
ブ
ル
ノ
ー
．
バ
ウ
ア
ー
一
派
に
た
い
す
る
諭
戦
と
し
て
、

二
八
竃
年
九
ｉ
士
月
）
パ
ー
に
拍
い
て
詳
か
れ
、
一
八
四
奉
二
是
農
え
た
つ
奪
、
に
お
い
て
著
者
た
ち
は
享
巨
の
立
望
「
現



実
約
入
間
主
義
」
と
規
定
し
、
現
実
の
個
人
を
自
已
意
識
に
拍
き
か
え
る
思
弁
的
観
念
論
を
敵
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
、
、
バ
ウ
ァ
ー
一
派
は

歴
史
を
つ
く
ろ
も
○
は
批
判
的
な
個
人
ノ
し
あ
る
と
な
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
を
無
批
判
な
非
活
動
的
な
大
衆
と
み
た
し
た
、
マ
ル

ク
ス
Ｈ
土
ン
ゲ
ル
ス
は
断
手
と
し
て
こ
れ
に
反
対
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
Ｏ
「
世
界
火
帥
役
割
」
を
闘
閉
し
少
．
に
一
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト

に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
性
か
ら
の
拍
象
が
、
も
っ
と
も
尖
鋭
な
非
人
間
的
生
清
条
件
が
あ
た
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
絶
対

的
な
必
要
に
よ
っ
て
こ
の
非
人
間
性
へ
の
反
逆
を
強
制
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
　
「
プ
ワ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
は
白
分
自
身
を
解
放
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

る
し
、
ま
た
解
放
せ
ず
に
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
。

　
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
本
書
に
お
い
て
、
バ
ウ
ァ
ー
の
観
念
論
に
唯
物
論
を
対
青
し
、
史
的
唯
物
諭
の
核
心
を
あ

た
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
バ
ウ
ァ
ー
に
反
対
し
て
書
い
て
い
る
一
歴
史
的
現
実
の
認
識
は
、
あ
る
時
代
の
「
産
業
、
生
活
ン
、

れ
白
身
の
直
接
的
生
産
様
式
」
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
歴
史
を
自
然
科
学
と
産
業
と
か
ら
き
り
は
な
し
」

て
は
な
ら
ず
、
歴
史
の
出
生
の
場
は
「
天
上
の
か
す
み
た
な
び
く
雲
層
の
な
か
に
」
、
て
は
な
く
、
　
「
地
上
の
世
俗
的
た
物
質
的
生
産

　
　
　
５
）

　
　
　
２

の
な
か
に
」
み
い
だ
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、

　
一
方
故
郷
に
か
え
っ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
え
た
材
料
に
よ
っ
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
ろ
労
働
者
階
級
の
状
態
」
（
一
ま

－
」
一
磧
ｏ
｛
ｇ
冒
げ
ｏ
｛
８
芦
ざ
一
一
汽
－
一
妻
ｏ
｛
冒
ヨ
］
阻
§
｛
一
一
八
四
四
年
十
一
月
－
凹
五
年
三
月
執
筆
）
を
か
き
上
げ
、
　
一
八
凹
五
年
六
月
に
｛
版
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
・

本
詳
は
「
資
本
主
義
と
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
に
た
い
す
る
拍
そ
る
べ
き
省
発
状
」
で
あ
り
、
近
代
杜
会
主
義
の
最
良
の
古
典
の
一
っ
で
あ
る
、
な
か
ん
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
｛

く
、
っ
ぎ
に
な
さ
る
べ
き
こ
と
は
「
社
会
主
義
と
チ
ャ
ー
ラ
イ
ズ
ム
〔
す
な
わ
ち
労
働
者
運
動
〕
と
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
の
べ
て
、
い
る
の

は
、
マ
ル
ク
ス
士
義
の
歴
史
的
役
割
を
閲
明
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
に
は
、
「
競
争
が
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
と

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
あ
る
が
、
資
本
主
義
が
欠
け
て
い
伽
。
」
い
い
か
え
れ
ば
剰
余
価
値
論
が
な
い
、
ン
、
し
て
労
働
者
の
状
態
の

　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
六
〇
）

叙
述
は
、
人
口
の
集
申
、
都
市
に
お
け
る
住
屠
状
態
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
種
六
の
労
働
部
門
に
お
け
る
労
働
条
件
に
お
よ
ん
で
い
る
、

こ
○
こ
と
は
、
『
資
本
論
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
絶
対
的
剰
余
価
値
に
１
関
連
し
て
労
働
巳
か
ら
は
、
し
め
ら
れ
て
い
る
の
と
対
照
的

で
あ
る
、
そ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
非
人
間
化
に
革
命
性
を
み
と
め
る
、
当
時
の
著
者
の
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

二

　
マ
ル
ク
ス
は
７
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
り
て
追
放
さ
れ
、
　
一
八
四
五
年
二
月
ブ
ル
ユ
ツ
セ
ル
に
移
っ
た
、
彼
は
そ
こ
で
も
経
済
学
の
研
究
を
つ
づ
け
、
四

月
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
や
り
て
く
る
と
一
緒
に
１
研
究
を
、
行
い
、
七
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
ヘ
六
週
問
に
わ
た
る
共
同
、
研
究
旅
行
を
し
、
マ
ン
ノ
ァ
エ
ス
タ
ー
の
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

ン
ゲ
ル
ス
の
家
．
で
、
ペ
テ
ィ
、
ト
ゥ
ー
ク
、
ク
ー
パ
ー
、
タ
ム
ソ
ン
、
コ
、
ベ
ッ
ト
の
著
書
を
読
ん
だ
、
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
れ
と
阿
時
に
彼
ら
は
、
ザ
ィ
ツ
折
ｎ
学
に
た
い
す
る
対
立
的
見
解
を
共
同
で
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
を
、
彼
ら
の
以
前
の
哲
学
灼
意
識
の
決
算
を
す
る

こ
と
を
決
心
し
た
、
一
そ
れ
は
へ
ー
ゲ
ル
以
後
の
哲
学
、
す
な
わ
ち
フ
ォ
‘
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
、
　
バ
ウ
ア
ｉ
、
　
ン
ユ
テ
ィ
ル
ナ
ー
、
　
お
よ
び
コ
呉
正
杜
会
、
王

義
」
す
な
わ
ち
ヵ
ー
ル
・
グ
リ
ュ
ー
ン
の
批
判
と
い
う
か
た
ち
で
、
　
一
八
四
五
年
九
月
か
ら
四
六
欠
、
七
月
に
１
か
け
て
遂
行
さ
れ
、
　
『
ド
イ
ソ
・
イ
デ

ォ
ロ
ギ
ー
」
（
－
）
げ
－
）
書
房
〇
一
さ
富
８
Ｈ
◎
ｏ
ｑ
｛
ｃ
）
と
題
さ
れ
た
が
、
そ
の
出
版
は
不
可
能
と
な
リ
、
そ
の
手
稿
が
の
ち
研
究
所
版
『
全
集
』
第
五
巻
に
・

発
表
さ
れ
た
一
、

　
本
小
プ
の
も
ア
と
も
重
要
な
部
分
は
、
第
二
～
「
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
唯
物
史
槻
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
な
っ
て
い

る
一
木
詐
は
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
り
て
，
確
立
さ
れ
た
新
廿
界
概
、
と
く
に
火
的
雌
物
論
り
雄
石
を
お
い
た
も
の
と
し
て
劃
期
灼
汀
一
重
要
性
を

も
り
て
い
∴
’
、
　
∴
ノ
ゲ
ル
ス
の
の
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
　
一
八
四
五
年
の
ホ
彼
が
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
で
マ
ル
ク
ス
に
再
余
Ｌ
た
と
き
、
　
マ
ル
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

は
惟
い
火
楓
〃
杁
本
思
想
を
出
九
、
Ｋ
し
て
い
て
、
、
は
り
さ
リ
し
“
，
」
言
蒜
小
一
、
、
ン
、
れ
を
．
彼
に
示
し
∴
」
、
と
い
う
二
と
で
あ
る
が
、
　
こ
い
史
灼
唯
物
人
洲
〃
定
式
～

が
は
じ
め
て
本
詐
に
お
い
て
あ
た
え
ら
江
た
の
で
あ
る
、
、
著
者
自
身
に
そ
の
要
点
を
語
ら
せ
よ
う
、



　
「
我
々
は
…
：
．
い
っ
さ
い
の
人
間
的
存
在
、
し
た
が
つ
て
ま
た
い
つ
さ
い
の
歴
史
の
第
一
前
提
を
、
す
な
わ
少
り
「
歴
史
を
つ
く

り
」
う
る
た
め
に
は
人
間
は
生
活
す
る
こ
と
が
、
て
き
る
状
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
わ
し
、
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
、
て
生
活
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
第
一
に
、
食
う
こ
と
と
飲
む
こ
と
、
住
ま
う
、
し
と
、
着
る
こ
と
、

そ
の
他
い
く
っ
か
の
こ
と
、
て
あ
る
、
だ
か
ら
第
一
次
的
な
歴
史
的
行
為
は
、
こ
れ
ら
○
欲
望
を
み
た
す
た
め
○
手
段
○
産
出
、
す
、
な

わ
ち
物
質
的
生
活
そ
の
主
の
生
肇
気
。
一
と
こ
ろ
で
生
活
の
生
産
に
は
い
ま
一
つ
の
側
票
あ
つ
て
、
ｈ
日
六
あ
ら
た
に
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌

た
ち
白
身
の
生
清
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
人
間
は
、
他
の
人
間
を
つ
く
り
は
じ
あ
る
、
す
な
わ
ち
繁
殖
し
は
じ
め
る
」
の
で
あ
る
。
リ
！
、
し

て
「
生
活
の
生
産
・
す
な
わ
ち
労
働
に
お
い
て
の
白
已
の
生
活
と
生
殖
に
お
い
て
の
他
人
の
生
活
と
の
生
産
は
、
、
１
、
れ
．
目
体
一
個
の

二
重
の
関
係
と
な
っ
て
　
　
一
万
で
は
自
然
的
な
関
係
と
し
て
、
他
方
、
て
は
杜
会
的
な
関
係
と
し
て
　
　
、
め
、
り
わ
れ
る
。
」
こ
こ
ノ
、

杜
会
的
と
い
う
の
は
幾
人
か
の
個
人
の
協
働
の
こ
と
、
て
あ
り
、
し
た
が
つ
て
「
一
定
の
生
産
様
式
は
つ
ね
に
協
働
の
一
定
の
様
式
に

む
す
び
つ
き
」
・
　
「
こ
の
協
働
の
様
式
は
そ
れ
白
休
一
つ
Ｏ
「
生
産
力
」
で
あ
る
。
」
ン
、
し
て
こ
の
「
生
産
諾
力
の
最
が
杜
会
の
状
態

を
制
約
し
、
し
た
が
っ
て
「
人
類
の
歴
史
」
は
つ
ね
に
産
業
と
交
換
の
雁
史
に
関
一
川
遅
さ
せ
て
」
理
僻
さ
れ
ね
ば
、
べ
ら
ぬ
と
い
う
こ
と

に
な
る
・
　
「
だ
か
ら
・
こ
の
史
観
か
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
根
拠
は
、
現
実
の
生
産
過
程
を
、
直
接
的
な
生
活
の
物
質
的
生
産
か
、
り
出

発
し
て
展
開
し
・
そ
し
て
こ
の
生
産
様
式
と
連
関
し
そ
れ
か
ら
う
み
だ
さ
れ
る
交
通
形
態
〔
Ｈ
生
床
閑
係
〕
を
、
し
た
が
つ
て
ユ
、
軌
た

種
さ
Ｏ
溝
に
淳
ろ
市
淫
会
を
、
歴
峯
体
の
莱
礎
と
し
て
把
握
し
、
ン
、
し
て
こ
Ｏ
市
娃
幸
、
国
家
、
ゲ
、
し
て
Ｏ
荊
に
ま

て
叙
述
す
る
と
と
も
に
・
意
識
の
租
く
の
理
論
的
産
出
物
と
形
態
と
の
全
体
を
、
す
な
わ
ち
宗
敦
。
哲
学
．
道
徳
等
六
を
、
市
民
杜

会
か
ら
説
明
し
・
そ
れ
ら
の
も
Ｏ
の
成
立
過
程
を
市
民
杜
会
の
種
々
の
段
階
か
・
り
あ
と
”
ず
づ
け
る
、
、
し
い
う
こ
と
で
あ
ろ
一
か
く
し
て
”
１
、

こ
で
は
当
燃
・
事
態
が
そ
の
全
体
性
に
お
い
て
（
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
ら
の
諾
側
面
の
交
互
作
用
，
池
）
、
叙
述
さ
札
う
る
こ
と

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
霊
過
程
に
か
ん
す
三
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
六
一
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
六
二
）

　
　
幻
．

　
　
３

に
な
る
。
」
な
お
７
オ
ィ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
に
っ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
杜
よ
り
き
き
、
四
五
年
三
月
新
世
界
観
の
天
才
的
な
鵡
芽
を
ふ
く
む
『
フ
ォ
ィ

ェ
ル
バ
ツ
ハ
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
』
を
書
い
て
い
る
。

　
か
く
し
て
我
六
は
一
八
四
五
・
六
年
頃
ま
で
に
史
的
唯
物
論
が
成
立
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ン
、
し
て
マ
ル
ク
ス
の
経
済
理

論
、
と
く
に
そ
の
「
核
心
」
た
る
剰
余
価
値
論
か
、
こ
の
基
礎
の
う
え
に
の
み
成
立
し
う
る
こ
と
は
い
う
ま
，
て
も
な
い
、

　
＠
　
ン
畠
Ｃ
＞
Ｈ
＼
ｃ
ｏ
○
○
・
８
べ
訳
『
選
集
』
補
巻
４
二
四
三
－
四
頁
。

　
＠
　
ｐ
．
ｐ
・
○
・
○
に
・
○
○
暑
訳
三
七
四
－
五
頁
。

　
ゆ
　
レ
ー
ニ
ン
「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
」
邦
訳
前
掲
書
八
一
頁
、
、

　
＠
　
Ｈ
勺
・
■
、
、
零
声
Ｈ
）
げ
Ｈ
・
嵩
ｏ
ｐ
９
胃
茅
｛
ド
雪
亭
目
穴
一
冨
・
［
ｏ
サ
■
蟹
一
彗
一
一
・
訳
『
選
集
』
補
巻
２
三
五
六
頁
、
、

　
ゆ
　
　
『
選
集
』
補
巻
２
解
説
五
二
二
頁
。

　
ゆ
　
　
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
年
譜
』
四
五
頁
。

　
＠
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』
一
八
八
三
年
ド
イ
ツ
訴
版
へ
の
序
文
。
　
『
遺
集
』
第
二
巻
五
三
八
頁
、

　
＠
岩
－
５
＞
Ｈ
＼
ｑ
¢
ミ
訳
『
選
集
』
第
一
巻
二
四
頁
、

　
ゆ
　
戸
ｐ
・
（
し
．
ｏ
ｃ
・
Ｈ
ｃ
ｃ
訳
二
五
頁
、
、

　
ゆ
　
戸
ｐ
・
（
）
・
Ｕ
ｃ
・
宕
訳
二
六
頁
、

　
＠
　
ｐ
・
ｐ
・
（
）
・
○
ｃ
・
旨
訳
三
九
頁
、

　
マ
ル
ク
ス
が
ブ
ル
ユ
ツ
↓
ル
で
書
い
た
著
作
に
は
、
な
拍
一
八
四
七
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
一
。
哲
学
の
貧
困
」
（
ぞ
麦
ｇ
ｃ
宗
Ｈ
・
二
一
巨
ｏ
。
・
ｏ
－
一
巨
９

一
八
四
六
年
十
二
月
－
四
七
年
六
月
執
筆
）
が
あ
る
、
」
こ
れ
は
プ
ル
ー
ド
ン
（
『
－
」
、
Ｓ
具
巨
一
；
）
の
『
絆
汁
灼
矛
府
の
体
系
、
あ
る
い
は
貧
困
の
哲

学
』
（
４
甘
ａ
、
一
一
Ｑ
。
山
。
、
、
、
一
、
、
、
じ
。
２
、
、
、
心
；
・
…
一
、
妻
・
ニ
ニ
・
；
ま
一
一
…
・
・
三
；
麦
芦
一
・
。
５
に
た
い
寸
ろ
批
刊
で
あ
る
が
、
今
＾
、
は
本
許
の
意
義

は
む
し
ソ
ｏ
、
マ
バ
ク
ス
が
、
て
こ
で
彼
白
身
の
経
済
学
説
を
は
じ
め
て
体
系
的
に
炎
開
し
た
こ
と
、
む
よ
び
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』
で
は
じ
め
て

示
さ
れ
た
唯
物
史
観
が
、
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
姿
で
あ
た
え
ら
れ
て
い
ろ
こ
と
に
あ
る
、
、



　
本
書
、
て
、
マ
ル
ク
ス
は
リ
カ
ー
ド
を
徹
底
的
に
利
用
し
て
い
る
が
、
し
か
し
あ
き
ら
か
に
阜
、
れ
よ
り
一
歩
前
進
し
て
い
る
は
す
な

わ
ち
彼
は
ま
ず
プ
ル
ー
ド
ン
の
「
構
成
さ
れ
た
価
値
」
の
批
判
に
関
連
ゾ
、
て
価
値
論
を
展
開
し
、
価
値
が
商
品
生
産
に
の
み
固
有
な

歴
史
的
範
曙
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
価
値
論
の
根
本
問
題
を
解
明
し
て
い
る
二
す
な
わ
ち
い
う
。
「
複
雑
労
働

巳
の
簡
単
労
働
巳
へ
の
還
元
は
、
簡
単
労
働
日
そ
の
も
の
が
価
値
の
尺
度
と
み
な
さ
れ
て
い
ス
リ
こ
し
し
を
前
提
す
る
。
」
ン
、
し
て
「
労

働
量
の
み
が
そ
の
質
に
か
か
わ
り
な
く
価
値
の
尺
度
の
役
を
つ
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
労
働
が
産
業
の
栂
軸
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
前
提
す
る
。
」
　
「
そ
の
こ
と
は
、
人
間
の
機
械
へ
の
従
属
ま
た
は
極
端
な
分
業
に
よ
っ
て
、
諾
労
働
が
平
等
な
も
の
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
ｏ

て
い
る
こ
と
を
前
提
す
る
、
」
　
「
こ
の
労
働
の
平
等
化
は
、
ま
っ
た
く
近
代
産
業
の
所
産
で
あ
る
、
」
と
、
こ
れ
は
拙
象
的
人
間
的
労

働
の
思
想
の
萌
芽
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
貨
幣
論
に
つ
い
て
も
同
様
。
て
あ
る
、
「
貨
幣
と
は
な
に
か
と
い
え
ば
、
物
で
な
く

し
て
、
社
会
的
関
係
－
…
一
つ
の
生
産
関
係
で
あ
る
。
」
　
「
こ
の
関
係
は
一
つ
の
環
で
あ
っ
て
、
ン
、
う
い
う
も
の
と
し
て
他
の
諾
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ｕ

係
の
全
連
鎖
に
緊
密
に
む
す
び
つ
い
て
お
り
、
…
…
一
定
の
生
産
様
式
に
対
応
す
る
も
○
、
て
あ
る
。
」
こ
れ
は
価
値
彩
態
論
の
萌
芽

で
あ
る
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
、

　
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
は
、
資
木
主
義
杜
会
の
労
働
は
そ
れ
肖
体
一
筒
の
商
品
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
　
「
商
吊
た
る
労
働
」
が
資
本

制
生
産
様
式
ｏ
某
礎
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
た
、
す
な
わ
ち
彼
は
プ
ル
ー
ド
ン
に
た
い
し
て
い
っ
て
い
る
、
「
お

そ
る
べ
き
現
実
で
あ
る
商
品
た
る
労
働
の
な
か
に
、
彼
は
一
つ
の
文
法
的
省
脇
し
か
み
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
商
品
た
る
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
Ｕ

を
某
礎
と
す
ろ
玖
存
Ｏ
全
杜
会
は
、
今
後
は
破
格
詩
に
、
比
峨
的
灸
塊
に
ン
、
ノ
、
小
碓
ｔ
お
く
こ
と
に
な
、
Ｏ
で
あ
る
」
と
、
、

　
つ
ぎ
に
マ
ル
ク
ス
は
プ
ル
ー
ト
ン
ｏ
方
法
の
批
判
に
関
連
し
て
、
枚
の
経
済
学
の
方
渋
論
、
い
根
木
命
題
を
た
て
て
い
る
、
す
な
わ

ち
「
経
済
的
諾
範
購
は
杜
会
的
生
産
諾
関
係
の
理
論
的
表
現
、
ン
、
の
柿
象
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
ン
、
し
て
「
杜
会
的
諸
関
係
は
生

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
１
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
固
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
六
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
六
四
）

産
諸
力
に
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
あ
ら
た
な
生
産
誇
力
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
は
彼
ら
○
生
産
様
式
を
か
え
る
。

ン
、
し
て
ま
た
生
産
様
式
を
、
彼
ら
の
糊
口
の
資
を
う
る
仕
方
を
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
彼
ら
〇
一
さ
い
の
杜
会
的
関
係
を

か
え
る
。
」
　
「
彼
ら
の
物
質
的
生
産
力
に
対
応
し
て
杜
会
的
諾
関
係
を
確
立
す
る
そ
の
お
な
じ
人
間
が
、
彼
ら
の
杜
会
的
諾
関
保
に

対
応
し
て
、
諾
原
理
、
諾
観
念
、
諾
範
礒
を
も
ま
た
う
み
だ
す
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
観
念
、
こ
れ
ら
○
範
曉
は
、
ン
、
れ
ら
の
表
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

る
諸
関
保
と
同
様
に
、
永
久
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ユ
、
れ
ら
は
歴
史
的
・
一
時
的
産
物
で
あ
る
。
」
ブ
ル
ジ
一
コ
ア
社
会
を
永
遠
○
自

然
的
な
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済
学
者
た
ち
は
、
白
分
白
身
の
宗
教
は
神
の
啓
示
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
以
外
の
宗
教
は

み
な
人
間
の
檀
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
、
神
学
者
た
ち
と
同
様
で
あ
る
、
と
。
か
く
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
経
済
学
を
超
歴
史

的
な
科
学
か
ら
歴
史
的
な
科
学
に
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
資
本
制
生
産
様
式
を
研
究
す
る
科
学
に
か
え
た
○
、
て
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
マ
ル
ク
ス
ー
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
よ
う
に
理
論
的
前
進
を
っ
ず
け
る
と
と
も
に
、
社
会
主
義
運
動
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
。
す
な
わ

ち
彼
ら
は
、
一
八
四
七
年
六
月
ロ
ン
ド
ン
に
第
一
回
大
会
を
ひ
ら
い
た
秘
密
の
革
命
的
宣
伝
団
体
「
共
産
主
義
者
同
照
」
（
；
ご
一
；
９
不
Ｃ
；
一
…
－

；
柔
竃
）
に
参
加
し
、
そ
の
第
二
ｎ
大
会
（
同
年
十
一
－
十
二
月
）
の
委
鵬
を
う
け
て
、
同
蛆
の
綱
領
の
起
革
に
あ
た
っ
た
、
、
そ
の
原
稿
は
一
八
四
七

年
十
二
月
プ
ら
四
八
年
一
月
に
か
け
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
、
二
月
に
雅
表
さ
れ
た
、
、
こ
れ
・
パ
ル
『
共
産
党
官
青
「
一
（
葦
；
事
Ｕ
っ
け
（
一
２

【
ｏ
目
ヒ
ヨ
…
〕
ア
ユ
ｏ
っ
ｏ
プ
ｏ
コ
一
、
■
二
」
）
で
あ
る
。

　
一
山
宣
育
」
を
貫
い
て
い
る
も
の
は
、
弁
証
法
的
唯
物
諭
と
史
的
唯
物
論
、
階
級
閲
箏
お
よ
び
プ
ぱ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
世
界
史
的
役

割
の
理
論
で
あ
る
、
ま
ず
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
－
が
封
建
杜
会
の
胎
内
か
ら
、
い
か
な
る
発
展
以
牌
を
へ
て
発
生
し
て
き
た
か
、
彼
ら
が

社
会
の
生
産
力
を
い
か
に
発
於
さ
せ
、
し
か
も
い
ま
め
、
い
か
に
ン
、
Ｏ
生
産
力
を
規
制
し
え
な
く
な
っ
た
か
が
い
べ
ら
れ
る
一
つ
い
で
、

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
か
い
か
に
必
熔
的
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
と
あ
い
と
も
な
っ
て
発
展
し
、
独
立
の
一
階
級
と
な
っ
た
か
、
そ
れ
が



ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
・
に
た
い
す
ろ
い
か
な
る
闘
争
を
へ
て
、
革
命
に
到
達
す
る
か
が
の
べ
ら
れ
る
一
ン
、
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
は
、

同
時
に
全
杜
会
を
搾
取
、
抑
圧
．
、
お
よ
び
階
級
対
立
か
ら
永
久
に
解
放
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
自
己
を
解
放
す
る
こ
－
戸
し
が
、
て
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

二
し
一
、
し
ユ
．
一
が
っ
て
来
る
、
へ
き
在
会
は
、
　
「
各
人
の
自
由
な
発
展
が
万
人
の
白
由
な
発
展
の
条
件
と
な
る
よ
う
な
槻
同
杜
会
」
、
て
あ

る
こ
と
、
が
あ
∴
、
子
っ
へ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
か
く
し
、
て
コ
且
青
」
は
マ
ル
ク
ス
主
義
、
〇
一
応
の
完
成
、
て
あ
Ｏ
、
ー
マ
ル
ク
ス
．
”
一
．
フ
ゲ
ル
ス
の
全
学
説
り
も
∴
一
し
も
見
箏
な
要
約

、
で
あ
っ
た
。
佼
ら
に
残
さ
れ
た
問
題
は
も
は
ヤ
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ァ
ー
ト
の
世
界
史
的
役
割
○
必
然
性
を
、
資
本
士
．
一
義
杜
会
の
経
済
的

構
造
ｏ
う
ち
に
、
理
論
的
に
証
明
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
一

　
さ
て
、
　
マ
ル
ノ
ス
は
こ
れ
よ
リ
さ
・
、
乙
二
八
四
七
年
十
二
月
）
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
ド
イ
ツ
人
労
働
者
協
会
で
経
済
学
の
連
続
講
波
を
わ
こ
な
い
、

そ
れ
は
の
ち
に
一
八
凹
九
、
凹
月
『
新
ラ
ィ
ン
新
聞
』
に
、
『
賃
労
働
と
資
木
」
（
－
」
争
；
工
一
睾
；
己
｝
（
｛
ま
Ｈ
）
と
脳
し
て
潴
表
さ
れ
た
一
，
こ

○
著
作
。
て
も
汽
お
、
労
働
者
が
資
本
家
に
売
る
も
の
は
、
　
「
労
働
力
」
で
は
な
く
て
「
労
働
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
一
し
か
し
マ

ル
ク
ス
け
、
汽
木
圭
義
杜
会
の
労
働
が
一
個
の
商
品
で
あ
り
、
賃
銀
は
こ
ｏ
労
働
と
い
、
つ
商
品
の
価
格
で
あ
る
こ
と
を
の
、
へ
て
い
る

ぱ
か
り
，
て
山
、
へ
く
、
労
働
デ
商
品
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
資
本
主
義
社
会
に
特
有
の
賃
銀
奴
隷
制
ｏ
表
現
と
み
て
い
る
、

　
彼
は
少
、
一
ら
に
資
木
を
一
つ
Ｏ
生
産
関
係
－
一
し
し
て
把
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
ニ
グ
ロ
は
ニ
グ
ロ
で
あ
る
一
一
定
の
関
係
Ｏ
毛
と

、
て
、
仙
は
は
じ
ハ
て
収
隷
に
な
る
、
紡
績
機
械
は
木
綿
を
つ
む
ぐ
た
め
の
機
械
で
あ
る
、
一
定
の
関
係
の
も
と
で
り
み
、
〉
、
「
札
は
資

木
と
、
、
、
」
資
木
け
∴
．
一
つ
い
朴
会
的
生
唯
関
係
Ｌ
、
　
「
一
つ
の
ブ
ル
ジ
，
ア
的
生
産
関
係
」
で
あ
る
、
「
直
接
い
ル
，
一
さ
た
労
働
に

た
い
す
ろ
、
劣
秋
さ
れ
た
、
過
去
Ｏ
、
対
象
化
さ
れ
た
労
働
の
支
配
、
が
は
じ
め
て
、
薪
積
さ
れ
た
労
働
を
資
木
と
す
い
」
ン
、
し
て

こ
Ｏ
資
木
と
労
働
と
Ｏ
あ
い
ガ
．
に
の
交
換
に
お
い
て
は
、
資
本
家
は
生
活
資
料
と
交
換
に
労
働
を
う
け
と
り
、
　
「
労
働
者
は
ン
、
れ
に
よ

　
　
　
マ
八
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
六
五
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
六
六
）

っ
て
・
彼
の
消
費
す
る
も
の
を
補
填
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
蓄
積
さ
れ
た
労
働
に
た
い
し
て
、
そ
れ
が
以
前
に
も
っ
て
い
た
、
よ
り
も

大
き
な
価
値
を
あ
た
え
る
の
、
て
あ
る
。
」
た
と
え
ば
、
「
あ
る
借
地
農
業
家
が
彼
の
日
傭
人
に
、
毎
目
銀
貨
五
グ
ロ
シ
エ
ン
を
あ
た
え
る
。
こ
の

銀
貨
五
ブ
ロ
シ
ェ
ン
に
た
い
し
て
目
傭
人
は
、
終
目
借
地
農
業
家
の
畑
で
労
働
し
、
そ
れ
に
・
よ
つ
て
借
地
農
業
家
に
・
銀
貨
十
グ
ロ
シ
エ
ン
の
収
入
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

証
す
る
。
借
地
農
業
家
は
・
彼
が
日
傭
人
に
．
わ
た
す
価
値
を
回
収
す
る
ば
か
リ
で
な
く
、
彼
は
そ
れ
を
二
借
に
・
す
る
の
で
あ
る
。
」

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
○
ち
に
・
マ
ル
ク
ス
が
当
時
（
一
八
四
七
年
頃
）
剰
余
価
値
が
な
に
か
ら
、
ま
た
い
か
に
し
て
生
ず
る
か
を
、
き
わ

め
て
よ
く
知
っ
て
い
ね
と
の
べ
て
い
る
が
、
事
実
右
に
引
用
し
て
章
句
は
、
ま
だ
剰
余
価
値
論
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
マ
ル
ク

ス
が
彼
以
前
の
だ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
明
白
に
剰
余
価
値
の
源
泉
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
、
『
賃
労
働
と
資
本
』

に
お
い
て
、
マ
ル
’
ク
ス
の
経
済
学
説
は
さ
ら
に
前
進
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
、

＠ゆ＠ゆゆ◎Ｏ＠
曽
買
！
ｂ
暮
崖
・
邑
号
・
雪
・
一
一
・
８
喜
ぎ
Ｈ
目
奪
冒
ま
自
巳
Ｏ
崇
◎
旨
享
景
７
畠
－
〕
べ
訳
『
選
集
』
第
一
巻
二
九
八
－
九
頁
。

ｐ
・
ｐ
・
（
）
．
○
○
・
伽
ｏ
ｏ
－
８
訊
三
三
五
頁
。

ｐ
．
ｐ
．
（
）
．
○
ｃ
．
○
○
Ｈ
訳
三
〇
三
頁
。

ｐ
・
ｐ
．
（
）
・
８
・
８
；
ｃ
Ｈ
訳
三
七
〇
－
１
七
一
頁
、

量
弓
二
一
．
ご
毛
■
一
Ｊ
レ
ニ
（
ｃ
冒
…
…
艮
『
〇
一
５
旨
竃
宗
芦
一
…
；
・
・
窄
覧
・
ｇ
き
自
ｂ
彗
〇
一
・
９
０
ｃ
・
自
訳
『
選
集
』
第
一
巻
五
ニ
ハ
頁
。

５
フ
ニ
≧
…
三
一
…
＝
（
｛
員
訳
同
右
二
四
四
上
ハ
頁
、

阿
　
　
二
四
六
－
七
頁
、
、

｝
一
一
売
○
■
く
一
５
；
二
一
一
；
一
、
、
Ｈ
迂
・
・
デ
｛
声
巳
’
、
、
Ｈ
巨
・
戸
○
ｃ
・
ｏ
ｏ
訳
旧
二
九
頁

　
『
共
亦
党
宣
言
』
の
爽
表
と
お
な
じ
頃
、

ル
ス
は
パ
リ
を
へ
て
、
ド
イ
ソ
に
か
え
り
、

一
八
四
八
年
二
月
二
十
日
Ｈ
ソ
ラ
ン
ス
に
革
命
が
勃
発
し
、
ド
イ
ツ
に
波
及
・
し
た
　
マ
、
一
ク
ス
趾
エ
ン
ゲ

六
月
一
目
か
ら
ケ
ル
ン
で
、
　
『
新
ラ
イ
ン
新
聞
』
（
オ
２
ｏ
冒
…
一
、
。
一
奈
Ｎ
９
け
昌
旧
）
を
発
行
Ｌ
た
、
彼
ら
の



み
ざ
し
た
と
こ
ろ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
徹
底
に
よ
ワ
て
、
こ
れ
を
杜
会
主
義
革
命
に
．
転
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
革
命
は
反
動
の

勝
利
に
お
わ
り
、
『
新
ラ
イ
ン
新
聞
』
も
一
八
四
九
年
五
月
十
八
冒
に
禁
止
さ
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
八
月
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
、
革
命
戦
争
に
．
参
加
し

た
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
や
が
て
彼
の
あ
と
を
追
っ
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
亡
命
後
も
、
は
じ
め
の
う
ち
は
彼
ら
は
革
命
の
再
興
に
望
み
を
か
け
て
い
た
。
し
か
し
一
八
四
八
年
の
革
命
を
準
備
し
た
四
七
年
り
恐
慌

は
克
服
さ
れ
て
新
し
い
未
曾
有
の
産
業
繁
栄
期
が
は
じ
ま
っ
た
、
、
彼
ら
は
革
命
に
た
い
す
る
幻
想
と
手
を
き
り
、
騒
次
し
い
亡
命
寿
た
ち
の
サ
ｉ
ク
ル

か
ら
雌
れ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
〇
年
の
後
半
か
ら
経
済
学
の
研
究
を
再
開
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
彼
を
援
助
す
る
た
め
に
、
十
一
一
月
マ
ン
チ
エ
ス
タ

ー
に
行
っ
て
、
ふ
た
た
が
父
の
商
会
に
入
っ
た
。

三

　
マ
ル
ク
ス
は
史
的
唯
物
論
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
か
ね
て
か
ら
、
　
「
市
氏
杜
会
の
解
剖
学
は
こ
れ
を
経
済
学
の
う
ち
に
も
と
め

　
　
　
　
　
の

る
べ
き
で
あ
ろ
、
」
と
い
う
確
信
に
到
達
し
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
す
、
て
に
の
べ
た
よ
う
に
、
は
や
く
も
一
八
四
五
年
に
経
済
学

批
判
Ｏ
著
書
を
出
版
し
よ
う
と
計
画
し
た
Ｏ
で
あ
っ
た
、
し
か
し
こ
の
什
事
は
、
国
際
社
会
主
義
運
動
と
、
と
く
に
一
八
四
八
年
Ｏ

革
命
と
Ｏ
た
い
に
中
断
さ
れ
た
。
し
か
る
に
い
ま
や
世
界
史
の
新
た
な
発
展
段
階
が
彼
に
こ
Ｏ
仕
事
を
再
開
す
る
こ
と
を
決
意
さ
せ

た
。
そ
し
て
胆
ン
ド
ン
に
そ
の
た
め
に
は
、
ぺ
”
犯
ツ
徴
扱
餅
ピ
累
積
さ
れ
て
い
る
経
済
学
ｏ
燃
史
に
か
ん
す
る
臆
大
な
資
料
と
ブ
ル

ジ
ヨ
ァ
朴
会
り
総
察
に
－
一
し
っ
て
ン
、
れ
が
も
つ
好
都
合
な
地
位
か
ら
い
っ
て
、
最
適
の
地
で
あ
っ
た
一
プ
ロ
レ
ク
リ
ァ
的
な
経
済
学
批

判
と
い
う
か
た
ち
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
Ｏ
階
級
闘
争
の
強
力
な
武
器
を
鍛
え
あ
げ
る
こ
と
を
、
彼
は
自
分
Ｏ
策
要
な
第
一
の
義

務
だ
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
、
か
く
し
て
マ
ル
ク
ス
は
経
済
学
の
研
究
に
主
力
を
ン
、
ン
、
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
一

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
ー
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
閏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
六
七
）



　
　
　
立
命
釘
経
済
学
（
隼
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
六
八
）

　
一
八
五
〇
年
の
秋
以
一
来
マ
ル
ク
ス
は
大
英
博
物
館
の
図
書
室
に
終
Ｒ
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
貨
幣
、
信
用
、
お
よ
び
財
政

等
に
午
！
）
す
プ
ｏ
交
漱
、
す
４
杣
へ
わ
ち
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、
フ
ラ
ー
ト
ン
、
ト
レ
ソ
ス
、
ト
ゥ
ー
ク
、
ギ
ル
バ
ー
ト
、
ガ
ル
ニ
エ
、
シ
ニ
ア

ー
∴
予
、
ち
よ
ビ
ピ
…
ツ
（
リ
銀
行
条
例
に
か
ん
す
ろ
論
争
を
研
究
し
た
、
翌
一
八
五
一
年
に
に
ヒ
一
一
…
ム
と
皿
ツ
ク
の
経
済
学
に
か
ん

す
る
一
”
烹
バ
を
誌
み
、
ス
ミ
ス
○
「
国
富
諭
」
ヤ
リ
カ
！
ド
の
司
、
経
済
学
原
理
」
を
こ
ん
ド
．
し
は
英
語
、
て
読
み
ユ
ベ
お
し
、
彼
ら
の
他
の
著

青
、
臼
を
も
研
究
し
た
一
ま
た
マ
ル
サ
ス
○
「
人
口
論
』
や
「
経
済
学
原
理
」
を
も
読
ん
だ
。
彼
は
さ
ら
に
オ
ー
ウ
ェ
ン
○
諾
著
作
を
読

み
、
リ
カ
ー
ド
派
杜
会
キ
義
者
、
す
な
わ
ち
グ
レ
ィ
、
レ
、
ウ
ィ
ン
ス
ト
ー
ソ
、
ホ
ジ
ス
キ
ン
簑
リ
を
研
究
し
ン
，
一
。
、
き
、
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
、

ウ
ェ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
地
代
論
関
係
の
文
献
や
、
べ
－
リ
ー
－
、
ジ
ヨ
！
二
く
、
ラ
ム
ゼ
イ
等
を
も
読
ん
だ
、
さ
ら
に
径
済
の
嘉

状
を
研
究
す
る
Ｊ
，
に
め
に
、
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
誌
を
毎
号
読
ん
だ
。
ン
、
し
て
一
八
五
〇
年
か
ら
五
一
年
二
か
け
て
、
彼
は
■
，
，
ト
十

八
丹
を
仙
炊
卒
ヤ
∴
、
一
〕
き
込
・
、
ヶ
、
て
堆
め
４
、
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
「
し
か
し
斤
が
ら
、
　
二
・
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
柱
復
書
簡
に
ま
ぎ
ま
ざ
と
」
め
さ
れ
て
い
ろ
よ
う
に
、
亡
命
生
汀
”
事
情
は
さ
ご
わ
め
て
、
背
し
い
も

の
で
あ
っ
た
、
、
貧
一
｝
川
は
、
マ
ル
ク
ス
と
そ
の
家
族
を
ま
、
さ
に
窒
〔
心
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
、
も
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
り
た
え
ざ
る
一
似
身
灼
“
、
｛
批
肋
が
・
、
へ
｛
っ
“
。
に
・
、
以

ら
ば
、
　
マ
ル
ク
ソ
、
は
？
灯
本
論
』
を
完
ト
戌
、
で
き
な
か
っ
た
ば
か
リ
で
一
、
へ
く
、
　
物
頁
灼
境
乏
の
た
め
に
・
、
に
お
れ
る
ぼ
｛
な
か
っ
た
イ
、
．
あ
”
０
う
。
」
一
、
ル
ク

ス
は
火
沽
の
一
，
Ｌ
わ
り
仕
劣
に
大
き
な
時
閉
を
さ
き
、
定
期
的
に
『
ニ
ュ
ー
、
－
ク
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ソ
』
そ
の
旭
に
守
純
し
て
い
“
．
に
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
の
火
族
”
生
沽
は
つ
ね
に
宛
乏
ｏ
ど
・
〃
底
に
ウ
っ
た
。
　
マ
ル
ク
ス
の
窮
乏
が
い
か
に
は
な
は
バ
声
仁
し
｛
っ
一
．
」
｛
は
、
彼
が
六
人
の
一
ゴ
一
、
供
り
う
ち
三
人
↓
、
｛

，
で
を
幼
少
り
う
ち
に
火
り
た
二
と
に
示
さ
れ
て
い
る
、
、
　
一
八
五
二
年
、
什
一
才
に
た
っ
た
三
女
フ
．
フ
ン
チ
ス
カ
が
死
ん
一
。
」
と
き
、
　
一
、
ル
ク
リ
〈
、
人
人
は
、

「
二
り
一
で
が
う
ま
ル
た
と
こ
｝
リ
か
、
こ
が
な
か
っ
た
、
、
　
１
、
し
て
枯
仏
久
の
小
さ
“
、
へ
甲
ギ
、
リ
さ
．
ん
、
　
こ
の
．
．
丁
に
は
・
、
ヘ
プ
く
、
〃
た
、
ん
、
－
り
一
ル
ニ
、
へ
か
っ
Ｊ
、
に
、
し
と
か

ゴ
に
、
　
．
八
ニ
エ
午
水
九
｝
に
一
一
に
∴
り
た
長
男
ニ
ド
ガ
ー
が
死
ん
だ
と
き
、
マ
ル
ク
ス
は
「
自
分
は
あ
ら
、
り
ろ
不
幸
を
一
’
へ
め
て
、
・
、
一
、
・
，
」
が
、
　
い
ま
に
な
っ
て



や
っ
と
ほ
ん
と
う
の
不
幸
が
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
っ
た
、
Ｌ
と
か
い
た
、
一
　
こ
り
よ
う
な
生
活
の
な
か
て
も
、
　
マ
ル
ク
ス
は
、
　
一
私
は
万
難
を
排
し
て
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
に

の
目
的
を
追
求
せ
ね
ば
＼
ら
ぬ
．
、
そ
し
て
私
自
身
を
銭
も
う
け
機
械
に
か
え
て
し
ま
う
よ
、
、
ノ
な
こ
と
を
、
ブ
ル
、
ジ
一
一
一
ア
社
会
に
ゆ
る
・
ヒ
し
．
－
、
、
一
た
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
一

の
だ
・
１
」
と
さ
け
ん
む
・
　
一
方
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
　
二
十
年
に
わ
た
４
、
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
、
彼
の
い
わ
少
る
「
犬
の
商
売
」
に
砿
、
”
ニ
ベ
が
ら
、
継
続

的
に
マ
ル
ク
入
に
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
た
、
彼
は
そ
の
す
ぐ
れ
た
才
能
に
と
り
て
可
能
、
へ
、
斗
一
～
り
た
科
学
的
達
戊
を
さ
え
断
念
し
て
、
　
マ
ル
ク
ス
の
事

業
を
援
助
し
た
、
、
そ
れ
は
か
た
ち
こ
そ
異
っ
て
い
る
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
り
、
、
全
人
ギ
川
の
解
狐
と
い
う
、
取
一
、
同
－
的
の
た
め
り
協
働
で
あ
っ
た
、

　
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
革
命
的
昂
揚
の
期
待
を
か
け
人
／
こ
一
八
五
七
年
の
恐
流
○
息
吹
、
イ
」
が
近
ず
く
と
と
、
も
に
、
マ
ル
ク
ス
、
は

ふ
た
た
び
そ
ｏ
木
来
の
仕
劣
と
情
熱
的
に
と
り
く
ん
だ
、
声
分
の
ノ
ー
ト
を
読
一
、
ヶ
か
え
し
整
瑚
す
る
と
・
、
し
も
に
、
大
洪
水
（
、
、
革

命
）
の
く
る
ま
え
に
、
少
く
と
も
要
綱
を
明
か
に
し
占
つ
と
お
も
っ
て
、
経
済
学
の
研
先
を
、
件
ひ
と
め
る
Ｊ
－
こ
め
に
、
夜
も
帳
ず
に
気
狂

い
の
よ
う
に
な
っ
て
働
い
人
／
こ
、
そ
し
て
こ
の
一
八
五
七
－
五
八
年
○
う
ち
に
十
二
冊
Ｏ
ノ
ー
ト
を
書
き
、
あ
ノ
げ
た
一

　
こ
れ
ら
の
■
ノ
ー
ト
は
も
は
ヤ
た
ん
な
る
抜
率
で
は
な
く
て
、
マ
ル
ク
ス
が
白
分
、
Ｏ
見
解
宇
ま
と
め
た
も
Ｏ
で
あ
る
一
こ
れ
ら
の
ノ

ー
ト
は
全
休
と
し
て
首
尾
二
貝
し
て
お
り
、
ン
、
Ｏ
内
宕
は
一
、
資
木
諭
」
第
一
巻
、
、
一
、
、
し
り
あ
つ
か
わ
れ
・
／
こ
問
趣
、
、
す
な
わ
ち
胸
晶
、
貨

幣
、
貨
幣
の
資
木
へ
の
転
化
、
剰
余
価
値
Ｏ
生
炭
、
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
、
資
木
Ｏ
蓄
積
、
木
源
的
蓄
積
等
ば
か
り
で
な

く
、
ま
入
／
こ
第
二
巻
お
よ
び
第
三
巻
、
て
と
り
あ
っ
か
わ
れ
た
問
題
、
す
一
べ
わ
ち
生
産
と
流
通
、
流
酎
貞
木
と
旧
定
資
木
、
資
，
瓜
、
Ｏ
再
生

産
、
剰
余
価
伍
Ｏ
利
潤
へ
Ｏ
転
化
、
利
潤
率
い
低
下
価
、
向
、
商
羊
資
木
、
仁
用
お
よ
び
利
子
等
に
も
及
ん
で
い
ろ
、
し
た
ガ
一
ノ
て

一
、
淡
木
ム
舳
」
全
三
米
ヒ
庚
リ
、
・
れ
た
マ
ル
ク
ス
〕
小
一
ギ
済
学
消
ぽ
、
、
丁
、
、
・
し
に
入
…
九
午
士
，
そ
に
、
一
一
、
い
裏
納
に
カ
い
、
－
一
に
い
完
成

し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
７
）
ペ
ノ
、
　
こ
れ
ら
〕
ノ
ー
ト
ド
一
、
紅
沽
ぺ
批
刊
糾
プ
∴
ｎ
、
一
・
…
、
三
乏
一
一
２
甲
〔
｛
叶
一
汀
・
一
２
Ｈ
・
ｃ
奏
己
一
〇
自
ヘ
デ
一
二
、
…
ゴ

ご
む
）
と
題
Ｌ
て
ソ
同
蝋
に
お
い
て
花
表
さ
れ
た
が
、
わ
が
ほ
で
は
六
見
で
あ
り
－
、
、
六
一
．
’
一
、
へ
の
二
｝
分
Ｈ
縦
汐
！
批
判
の
堆
備
的
労
作
プ
ら
∴
．
．

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
六
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
七
〇
（
七
〇
）

『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諾
彩
態
』
、
　
『
経
済
学
批
判
序
説
』
等
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
つ
ぎ
に
・
こ
れ
ら
の
も
の
に
よ
っ
て
、
　
こ
の
時
期

の
マ
ル
ク
ス
り
経
済
榔
共
湖
の
一
端
を
う
か
が
拍
う
。

　
ま
ず
『
経
済
学
批
判
○
準
備
的
労
作
か
ら
」
は
、
手
稿
の
う
勺
「
貨
幣
に
か
ん
す
る
章
」
お
よ
ぴ
「
資
木
に
シ
ん
す
、
Ｏ
章
」
の
一

部
分
で
あ
っ
て
、
恐
慌
理
論
に
か
ん
す
る
部
分
を
あ
つ
め
た
も
の
で
あ
る
、
ン
、
れ
は
ま
ず
、
貨
幣
の
流
通
壬
、
段
お
ト
｛
び
支
払
手
段
と

し
て
の
機
能
Ｏ
う
ち
に
。
ふ
く
ま
れ
て
い
る
、
恐
慨
の
抽
象
的
可
能
性
を
考
察
し
た
Ｏ
ち
、
資
本
●
生
産
過
程
○
分
祈
○
う
ち
に
恐
硫

の
必
然
性
を
見
出
し
て
い
る
、
そ
し
て
そ
の
「
資
本
に
か
ん
す
る
章
」
で
は
、
労
働
者
が
資
本
家
に
販
売
す
る
・
カ
○
が
、
　
「
労
働
能

力
」
で
あ
り
、
労
働
者
は
「
必
要
労
働
時
間
」
を
こ
え
る
「
剰
余
労
働
」
に
よ
っ
て
、
資
木
家
の
た
め
に
「
剰
余
価
値
」
を
生
産
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

る
こ
と
が
、
明
瞭
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諾
形
態
」
は
、
資
本
主
義
以
前
の
生
産
諾
形
態
と
ぷ
本
○
本
源
的
蓄
積
に
か
ん
す
る
問
題
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

り
あ
っ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
労
働
能
力
」
、
後
○
筒
所
で
は
「
労
働
力
」
と
い
う
用
語
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
な
お

こ
Ｏ
草
稿
で
は
唯
物
史
観
の
定
式
化
も
従
来
の
も
の
よ
り
も
い
っ
ン
、
う
明
瞭
に
な
さ
れ
て
い
る
、

　
「
経
済
学
批
判
序
説
」
は
経
済
学
の
対
象
と
方
法
を
と
り
あ
っ
か
っ
た
未
完
成
の
天
才
的
序
説
で
あ
る
が
、
「
経
済
学
批
判
」
の

出
版
に
あ
た
っ
て
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
一
こ
こ
に
は
す
で
に
彼
の
著
作
全
体
の
一
般
的
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
、

　
マ
ル
ク
ス
は
こ
Ｏ
時
期
の
他
の
手
稿
ヤ
手
紙
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
彼
の
著
作
Ｏ
プ
ラ
ン
に
た
ち
か
え
っ
て
い
る
一
と
く
に
一
八

五
八
年
二
月
二
十
二
阿
づ
け
の
ラ
ッ
サ
ー
パ
あ
て
の
手
紙
で
は
、
全
休
が
六
部
に
、
す
な
わ
ち
「
一
、
資
木
に
つ
い
て
。
二
、
土
地

所
有
に
つ
い
て
一
三
、
賃
労
働
に
つ
い
て
、
四
、
国
家
に
つ
い
て
、
五
、
国
際
貴
易
。
六
、
世
界
市
場
。
」
に
わ
か
た
れ
た
、
さ
ら
に

ｎ
Ｈ
月
一
、
日
ず
け
エ
ン
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙
で
は
、
’
ン
、
の
「
第
一
部
、
賃
本
」
が
さ
ら
に
、
　
「
第
一
篇
、
資
木
一
般
一
一
、
価
値
一
二
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

貨
幣
一
三
・
資
木
・
第
二
篇
・
競
雫
蟹
一
一
篇
、
信
用
。
第
四
篇
、
株
式
栗
一
に
わ
ワ
り
れ
て
い
缶
。
『
経
済
学
批
判
』
第
；

冊
は
・
「
第
一
部
第
．
一
篇
一
、
商
品
、
二
、
貨
幣
あ
る
い
は
簡
単
な
流
通
一
・
ヱ
ふ
く
む
コ
し
か
し
一
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉

三
巻
に
お
い
て
も
、
こ
の
彼
の
プ
ラ
ン
を
す
べ
て
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
八
年
十
月
か
ら
翌
五
九
年
一
月
ま
で
に
原
稿
を
執
筆
し
て
、
こ
れ
を
ベ
ル
リ
ソ
の
出
版
業
者
ド
ウ
ン
カ
ー
に

送
り
・
六
月
に
『
経
済
学
批
判
」
第
一
分
冊
言
套
＝
二
妻
…
一
暮
ひ
斤
・
一
、
昌
一
一
、
ヨ
、
・
。
け
。
。
つ
、
、
。
一
、
一
は
つ
い
に
焼
さ
芙
。

＠＠＠＠＠ゆ＠＠＠＠◎
－
（
．
嵩
冒
！
く
ｏ
毫
２
二
＼
自
・
穴
幸
宗
宗
・
ｏ
◎
ま
げ
９
一
９
（
芦
昌
つ
ま
ｏ
、
．
（
一
享
、
一
一
昌
片
・
＞
賞
コ
び
ｑ
、
ざ
。
）
一
７
車
訳
『
選
集
』
補
巷
３
三
頁
。

Ｍ
．
Ｅ
一
Ｌ
研
究
所
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
年
譜
』
訳
二
二
八
、
三
九
、
四
四
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
三
、
五
四
頁
、

レ
ー
ニ
ン
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
」
前
掲
書
一
三
頁
。

匂
・
嵩
争
ま
讐
宍
邑
曽
２
貫
・
粟
原
佑
訳
第
一
巻
二
七
七
、
二
九
三
、
三
一
六
頁
等
つ

宇
佐
美
誠
次
郎
氏
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
」
（
『
社
会
科
学
』
季
刊
、
）
ニ
ニ
五
頁
、

最
近
束
独
よ
リ
入
手
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
模
様
、
、

『
退
集
』
第
９
巻
三
一
九
、
二
一
、
二
二
頁
、

同
　
有
　
　
二
七
一
頁
拍
よ
ぴ
二
七
九
頁
の
註
。

曽
冒
！
〆
ま
寿
一
（
一
豪
暮
目
箒
＞
豪
び
ｑ
巳
き
）
ｏ
ｏ
・
心
た
丁
｛
ｑ
訳
二
九
八
頁
、
、

・
二
・
○
・
・
。
・
８
｛
し
８
－
り
訳
二
四
一
、
二
四
二
上
八
頁
、
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
汽
本
論
』
が
た
ん
に
プ
ラ
ン
の
第
一
部
第
一
稿
穴
本
一
級
だ
け
を
ふ
く
む
の
か
（
久
留
閉
鮫
遣
氏
『
マ
ル
ク
ス
恐
慌
論
研

準
へ
宮
淋
い
二
氏
「
－
経
済
学
批
判
』
の
体
系
と
『
汽
本
諭
』
の
対
象
領
域
」
ｎ
経
済
汁
諭
』
一
九
五
三
伍
－
四
月
な
ど
）
、
あ
る
い
は
斗
、
ム
た
第
一

郁
雄
二
篇
撹
争
・
第
三
篇
信
用
・
第
二
部
土
地
所
有
、
　
第
三
部
賃
労
榊
を
も
ふ
く
む
の
か
　
（
勝
塚
知
義
氏
　
「
恐
慌
諭
と
利
潤
率
低
下
法
則
」

（
『
経
済
研
究
』
一
九
五
二
年
一
月
）
に
１
つ
い
て
、
議
論
が
わ
か
れ
て
い
る
、
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
遇
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
七
一
）



　
　
’
立
命
館
経
済
学
（
幣
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
七
二
）

　
本
書
の
序
文
に
お
い
て
、
有
名
な
唯
物
史
観
の
公
式
が
示
さ
れ
て
い
る
、
「
私
に
と
っ
て
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
、
そ
し
て
ひ
と
た
び

自
分
○
も
Ｏ
と
一
．
、
た
ゴ
り
は
私
○
研
究
に
÷
、
っ
て
み
ち
び
き
の
糸
と
な
二
、
二
般
的
結
論
は
、
簡
単
に
つ
ぎ
○
よ
う
に
定
式
化
す

る
こ
と
が
、
て
、
一
．
一
ビ
、
一
（
、
、
人
閉
は
、
彼
ら
の
生
活
の
杜
会
的
生
産
に
お
い
て
、
一
定
○
、
必
然
的
な
、
従
ら
○
意
志
か
ら
独
立
し
た
諾
関

係
わ
山
、
ふ
，
な
わ
ち
彼
ら
ｏ
物
質
的
生
産
諾
力
の
一
定
の
発
展
段
階
に
焔
応
す
る
生
産
諾
関
係
を
う
け
と
る
、
こ
れ
ら
○
生
摩
諾
関
係

○
総
休
は
、
社
会
の
経
済
的
構
造
を
、
す
な
わ
ち
－
、
〉
、
の
う
え
に
一
っ
」
ｏ
法
律
印
一
、
一
よ
び
政
治
的
な
上
部
構
造
が
そ
び
え
た
ち
、
そ

し
て
い
！
、
れ
に
一
定
○
杜
会
的
意
識
彩
熊
が
照
応
す
る
現
実
的
な
土
台
？
形
成
す
る
一
物
質
的
生
活
の
坐
産
様
式
は
、
杜
会
的
、
政
活

的
、
精
神
的
た
生
清
週
程
一
般
を
制
約
す
る
。
人
間
の
意
識
が
彼
ら
Ｏ
存
在
を
規
定
す
ろ
Ｏ
、
て
は
た
く
て
、
逆
に
、
伐
ら
Ｏ
社
会
的

存
在
が
彼
、
り
一
〇
一
意
識
を
淡
定
す
る
Ｏ
、
て
あ
る
、
杜
会
Ｏ
物
質
的
生
産
諾
力
は
、
ン
、
Ｏ
癸
展
Ｏ
あ
る
一
定
Ｏ
段
階
で
、
そ
れ
ら
ヂ
従
来

い
／
、
ｏ
内
郁
、
て
運
動
し
て
、
ジ
じ
“
、
に
現
存
の
諾
関
係
と
、
あ
る
い
は
ン
、
れ
○
法
律
的
表
。
現
に
ナ
ぎ
な
い
と
こ
ろ
ｏ
所
有
諾
関
係
と
矛
盾
す
ろ

よ
う
に
↓
、
へ
、
勺
一
こ
れ
、
リ
Ｏ
諾
関
係
は
、
生
産
諾
力
Ｏ
発
展
形
態
か
ら
一
、
一
、
い
杵
梢
に
（
変
す
ろ
一
ン
、
○
と
き
、
一
つ
Ｏ
壮
会
革
命
の
時

代
が
に
ビ
ま
る
、
経
済
的
基
礎
ｏ
変
化
と
と
も
に
巨
大
な
全
－
ド
一
部
構
造
ヂ
、
あ
ろ
い
は
徐
六
に
、
あ
る
い
は
急
速
に
、
変
革
亨
糺
ろ
、

、
∴
、
｛
∴
、
一
、
ヶ
に
い
っ
、
一
し
、
径
済
的
杜
会
構
成
ｏ
あ
い
つ
ぐ
諾
時
代
と
し
一
－
、
、
ア
ジ
ア
的
、
古
代
的
、
封
建
的
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
生
序
諾
様
式
を
、
あ
げ
ろ
こ
と
が
、
て
・
ン
、
一
る
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
生
産
諾
閑
係
は
朴
会
帥
生
溌
過
程
Ｏ
授
後
Ｏ
敵
対
形
態
で
あ
ろ
、
－
．

三
ブ
ル
ジ
、
一
ノ
壮
会
ｏ
肺
内
に
発
雌
し
つ
■
つ
あ
る
生
産
諾
力
は
、
同
牒
．
に
こ
り
畝
対
り
桝
決
Ｕ
た
め
ｏ
物
質
的
講
条
件
を
っ
■
く
い
だ

す
、
だ
か
∴
人
閉
杜
会
○
前
吏
は
、
こ
○
杜
会
構
成
と
と
も
に
お
わ
Ｏ
を
つ
げ
ろ
Ｏ
ノ
｝
ツ
、
午
」
か
く
し
て
、
　
マ
ル
ク
ス
〇
二
・
入
発

児
〇
一
つ
、
、
て
あ
ろ
火
的
唯
物
論
は
、
こ
こ
に
ン
、
Ｏ
完
全
な
染
を
あ
ら
わ
し
仁
に
い
で
あ
る
一

　
「
経
済
学
挽
判
」
は
浄
済
学
Ｏ
先
全
な
変
革
で
あ
っ
Ｊ
．
」
、
つ
ぎ
に
こ
Ｏ
炎
革
り
一
十
要
な
モ
メ
ン
ト
を
あ
き
ー
リ
に
し
よ
、
。
ま
ず
、



、

マ
ル
ク
ス
は
商
晶
の
分
析
を
、
便
用
価
値
と
交
換
価
値
と
の
区
別
か
ら
は
じ
め
て
い
る
、
こ
の
区
別
は
彼
○
先
行
者
た
ち
も
お
こ
な

っ
て
い
た
が
、
マ
ル
ク
ス
は
使
用
価
値
と
交
換
価
値
と
が
、
商
品
の
二
つ
ｏ
要
因
ノ
し
あ
り
、
５
，
に
が
い
に
対
立
す
る
と
と
も
に
、
ま
た

統
一
を
な
す
こ
と
を
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に
し
た
。
彼
は
商
晶
を
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
杜
会
○
経
済
印
紬
胞
形
態
と
み
、
こ
○
杜
会
の
あ
ら

ゆ
ろ
矛
席
が
仮
用
価
値
と
交
換
価
値
と
ｏ
対
立
の
な
か
に
ひ
ン
、
ん
、
て
い
る
と
考
え
た
、

　
マ
ル
ク
ス
は
つ
ず
い
て
商
品
の
な
か
に
ふ
く
ま
「
札
る
労
働
の
分
析
に
移
り
、
こ
、
い
、
■
労
働
〇
二
重
性
格
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
、
古

共
経
済
学
は
商
品
Ｏ
備
値
を
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
し
レ
．
に
が
、
一
一
・
、
れ
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
生
産
を
杜
会
的
生
産
の
永
遠
の
自
然
形
態

と
み
な
し
た
た
め
に
、
人
閉
の
労
働
が
な
に
ゆ
え
に
、
ま
た
い
か
に
し
て
械
値
を
つ
く
り
だ
す
か
と
い
う
こ
と
、
労
作
生
産
物
は
い

か
な
る
条
件
い
も
と
ノ
し
商
品
ｏ
か
た
ち
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
な
か
つ
た
、
マ
ル
ク
ス
は
商
品
の
特
殊
性
と
、
商
品
に
ふ

く
ま
れ
ろ
労
働
の
傭
値
形
成
的
性
格
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
、
す
六
、
わ
ち
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
い
労
働
は
、
一
両
に
お
い
て
は
、
促
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

価
値
を
う
む
「
真
篤
。
特
殊
的
労
働
一
で
あ
る
と
と
た
、
他
ｒ
か
い
て
は
、
交
籍
値
を
う
む
「
装
的
二
般
的
労
跡
一

、
て
あ
る
、
こ
Ｏ
労
働
の
二
吏
性
枡
Ｏ
理
論
は
、
マ
ル
ク
ス
の
全
経
済
学
休
系
を
つ
ら
、
ぬ
く
一
木
Ｏ
赤
い
、
川
と
た
っ
て
い
る
。

　
交
挽
価
伎
を
、
朴
会
的
な
、
し
か
も
特
殊
的
に
杜
会
的
た
労
例
ｏ
表
現
と
み
山
い
へ
す
こ
と
に
よ
、
．
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
、
〆
、
れ
が
商
。
…

生
産
者
り
生
産
関
係
を
あ
ら
わ
す
■
も
の
、
て
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
交
拠
価
値
を
う
む
労
働
を
特
徴
ず
け
ろ
も
Ｏ
は
、
人
と
人
と
の
杜

会
的
関
係
が
、
さ
か
さ
ま
に
、
物
と
物
と
の
杜
会
的
関
係
と
し
て
あ
ら
一
わ
さ
れ
る
こ
と
、
て
あ
る
、
と
の
、
へ
て
い
、
り
、
か
く
し
て
マ
ル

ク
ス
は
彼
の
先
行
考
、
が
提
起
し
な
か
っ
た
間
題
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
商
口
ｍ
Ｏ
生
産
に
支
川
さ
れ
た
労
働
は
価
伍
Ｏ
形
態
を
と
る
か
、
と

い
ヅ
問
趣
に
答
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
商
品
は
佼
用
価
値
と
交
換
価
値
と
○
統
一
ノ
し
あ
り
、
同
時
に
他
Ｏ
１
商
品
と
の
関
係
に
お
い
て
Ｏ
み
商
品
で
あ
る
一
諾
商
品

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
．
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
七
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
七
四
）

相
互
の
現
実
の
関
係
は
交
換
過
程
で
あ
る
コ
諸
商
品
の
交
換
過
程
は
、
一
つ
の
特
殊
な
商
品
に
対
象
化
さ
れ
て
い
る
個
人
的
労
働
が
、

直
接
に
一
般
的
労
働
の
性
格
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
矛
盾
を
発
展
せ
し
め
る
。
ン
、
し
て
ン
、
○
解
決
が
一
般
的
等
価
物
と
し
て

の
貨
幣
の
彬
讐
葦
そ
茜
え
に
貨
幣
は
交
換
過
程
に
よ
｛
つ
差
さ
れ
た
一
す
べ
て
の
商
品
の
一
藁
価
値
裏
現
す
る
特

殊
な
商
晶
、
諸
商
帰
の
交
換
価
値
の
緒
晶
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
貨
幣
の
本
質
を
規
定
し
た
の
ち
、
古
典
学
派
が
主
と

し
て
流
通
手
段
の
視
角
か
ら
理
解
し
た
貨
幣
の
機
能
を
、
価
値
尺
度
、
流
通
手
段
、
蓄
藏
貨
幣
、
支
払
手
段
、
お
ト
よ
び
世
界
貨
幣
の

諸
機
能
に
お
い
て
、
正
し
く
統
一
的
に
把
握
し
て
い
る
。

　
『
経
済
学
枇
判
」
第
一
分
冊
は
、
商
品
お
よ
び
貨
幣
の
分
析
を
も
っ
て
お
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
み
た
よ
う
に
本
書
の
執

筆
以
前
に
、
マ
ル
ク
ス
ｏ
全
経
済
学
説
は
一
応
で
き
上
っ
て
い
た
。
と
く
に
ン
、
の
核
心
と
し
て
の
剰
余
価
値
論
も
完
成
し
て
い
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
経
済
学
の
最
大
の
変
革
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
資
本
に
か
ん
す
る
分
析
を
公
け
に
す
る
ま
で
に
は
、
な
お
八
年
の
努

力
を
要
し
た
○
で
あ
る
。

　
◎
　
］
（
・
く
冒
！
Ｎ
…
－
（
ま
じ
・
・
一
胃
勺
Ｏ
曇
｝
邑
・
８
へ
ど
・
；
○
；
ぎ
ジ
甲
Ｏ
汎
『
逮
集
』
補
巻
３
三
－
囚
頁
、

　
ゆ
　
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
・
ブ
リ
ュ
ー
ミ
ン
『
経
済
学
史
』
下
巻
広
島
定
一
、
〕
。
僑
本
弘
毅
泌
六
〇
一
－
八
頁
参
照
。

　
ゆ
　
く
冒
！
ｐ
・
デ
っ
・
”
・
〕
Ｈ
訳
一
九
頁
、
、

　
一
一
終
済
学
批
判
」
の
出
版
後
、
マ
ル
ク
ス
は
た
だ
ち
に
ン
、
の
経
済
学
の
仕
事
を
再
開
し
た
、
一
八
五
九
年
十
月
か
ら
六
〇
年
一
月

に
か
け
て
、
彼
は
ま
た
大
英
博
物
館
に
通
い
、
ス
ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド
、
マ
ル
サ
ス
な
ど
を
読
み
な
お
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
イ
ギ
リ



ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」
や
、
一
八
五
五
－
五
九
年
○
「
エ
場
監
督
官
報
音
」
を
研
究
し
た
，
ま
た
六
〇
年
の
後
半
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、

シ
ス
モ
ン
デ
イ
ヤ
重
農
学
派
Ｏ
著
書
を
読
ん
む
、
し
か
」
フ
ォ
ｉ
ク
ト
の
虐
偽
の
詳
誘
に
た
い
す
る
反
駁
（
一
．
フ
ォ
、
ク
ト
氏
』
、
、
、
、
二
、
一
、
い
一
・

］
○
ｏ
８
）
や
、
そ
れ
に
、
つ
ず
く
病
気
の
た
め
に
。
多
く
の
時
間
が
失
わ
江
た
。

　
一
八
六
一
年
八
月
に
い
た
つ
て
よ
う
や
く
執
筆
に
と
り
か
か
り
、
一
！
、
の
叙
述
を
「
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化
」
か
ら
は
じ
め
た
。
ユ
、

し
て
そ
の
年
の
う
ち
に
「
絶
対
的
剰
余
価
値
」
お
よ
び
「
相
対
的
剰
余
価
値
」
の
章
を
、
す
な
わ
ち
「
資
本
論
」
第
一
巻
の
主
要
部

分
の
最
初
の
仕
上
げ
を
書
い
た
、
翌
六
二
年
は
草
稿
の
執
筆
に
専
念
し
、
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
「
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
諸
学

説
」
を
書
き
上
げ
、
五
月
か
ら
八
月
ま
で
に
「
地
代
論
」
を
仕
上
げ
、
年
末
に
は
「
資
本
と
利
潤
、
剰
余
価
値
と
利
潤
、
利
潤
率
、

商
人
資
本
」
を
、
す
な
わ
ち
「
資
本
論
」
第
三
巻
で
取
抜
わ
れ
た
諸
題
目
を
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
年
末
に
は
準
傭
中
の
著
作
を
、

も
は
ヤ
一
。
経
済
学
批
判
』
の
続
巻
と
し
て
で
は
な
く
、
『
資
本
論
　
　
経
済
学
批
判
」
と
い
う
独
ヱ
の
著
書
と
し
て
出
版
す
る
予
定

を
た
て
プ
い
る
。
一
八
六
三
年
に
は
さ
ら
に
棉
対
的
剰
余
価
値
の
章
ｏ
う
ち
分
業
や
機
械
に
か
ん
す
る
部
分
を
補
足
し
、
　
「
章
本
の

蓄
積
、
本
源
的
袴
積
、
植
民
制
度
、
資
本
の
再
生
産
過
程
」
、
す
な
わ
ち
第
一
巻
の
残
り
の
部
分
と
第
二
巻
の
最
後
○
都
分
に
つ
い

て
書
き
、
ま
た
ケ
ネ
ー
の
経
済
表
を
改
変
し
た
、
再
生
産
過
程
の
図
表
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
示
し
て
い
る
。
か
く
し
て
六
三
年
の
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

ま
で
に
二
十
三
冊
の
ノ
ー
ト
が
で
き
上
つ
た
、

　
だ
が
こ
の
一
六
二
午
お
よ
び
六
三
年
は
、
マ
ル
ク
ス
が
い
っ
そ
う
は
な
は
だ
Ｌ
い
窮
乏
に
お
ち
い
っ
た
年
で
あ
っ
た
、
、
ア
メ
リ
カ
の
内
牧
の
一
、
」
め
に

『
ニ
ュ
ー
コ
ー
ク
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
か
ら
の
収
入
を
失
っ
た
彼
は
、
幾
週
閉
も
無
一
文
で
慕
Ｌ
、
質
床
に
よ
っ
て
生
派
し
た
、
彼
は
っ
い
に
・
鉄
逝
事

務
所
へ
の
就
職
を
さ
え
考
え
た
が
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
つ
ま
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
妻
メ
リ
ｉ
・
バ
ー
ン
ズ
の
死
に
あ
た
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
十
分
な
阿

情
を
示
す
か
わ
リ
に
ー
、
窮
状
－
ピ
う
り
た
え
た
手
紙
・
王
首
い
た
た
め
に
１
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
の
あ
い
だ
に
一
時
感
情
の
灘
鰯
を
さ
、
、
ｔ
。
た
し
た
、
、
キ
、
れ
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

だ
ち
に
．
和
解
さ
れ
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
援
助
が
っ
ず
け
ら
れ
た
が
、
た
び
た
ぴ
の
病
気
が
仕
事
を
中
断
さ
せ
た
、

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
遇
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
七
五
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
七
六
）

．
一
八
六
四
年
お
よ
び
六
五
年
も
「
資
本
論
」
の
仕
上
げ
の
た
め
の
■
仕
事
が
つ
ず
け
ら
「
れ
、
多
く
○
新
し
い
事
項
が
書
き
加
え
ら
れ

た
一
ン
、
し
て
六
五
年
〇
七
月
に
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
あ
て
て
、
理
論
的
部
分
（
最
初
の
三
巻
）
○
た
め
に
は
あ
と
三
章
書
か
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
、
全
著
作
は
一
つ
の
「
芸
術
的
全
体
」
を
な
し
て
い
る
Ｏ
、
で
、
全
休
が
、
て
き
上
ら
な
い
う
ち
は
け
っ
し
て
印
刷
に
は
付
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

い
こ
と
、
を
告
げ
て
い
る
。
し
か
し
同
年
の
末
に
は
全
二
巻
○
草
稿
は
つ
い
に
書
き
上
げ
ら
れ
“
牛
に
、

　
し
か
し
汁
、
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
問
け
っ
し
て
著
述
に
の
み
没
頭
Ｌ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、
、
一
八
六
以
年
九
月
「
国
際
労
働
者
協
会
（
第

一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
コ
ナ
ル
）
」
が
創
立
さ
れ
た
が
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
協
会
の
魂
で
あ
り
、
ン
、
り
『
創
立
宣
青
お
よ
，
ぴ
規
約
』
を
は
じ
め
、
１
無
数
の
決

議
や
声
明
や
撤
の
起
黄
．
考
で
あ
っ
た
。
こ
の
驚
く
、
べ
き
理
、
論
的
拍
よ
び
実
嘆
的
活
動
と
困
窮
Ｌ
た
生
活
と
は
マ
ル
ク
ス
の
健
康
を
す
っ
か
り
披
い
、
彼

に
『
資
本
蒲
』
の
後
の
二
巻
を
自
分
の
手
で
山
版
す
る
こ
と
を
不
可
龍
に
し
た
の
て
あ
引
、

　
一
八
六
六
年
の
一
月
一
〔
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
第
一
巻
の
清
青
と
文
体
Ｏ
訂
正
と
を
は
じ
め
４
／
こ
、
補
足
も
な
お
お
こ
な
わ
れ
、
労

　
　
　
　
●

働
阿
に
か
ん
す
ろ
章
○
歴
史
の
部
分
は
著
し
く
拡
張
さ
「
札
た
、
清
害
は
翌
六
七
年
〇
一
二
月
に
終
っ
た
、
十
一
月
に
鼓
初
の
原
稿
、
が
ハ

ン
ブ
ル
グ
Ｏ
出
版
業
者
マ
ィ
ス
ナ
ー
に
送
ら
れ
、
残
り
の
都
分
は
翌
六
七
年
の
四
月
に
マ
ル
ク
ス
白
身
が
届
け
た
、
こ
の
こ
ろ
の
あ

る
手
紙
の
な
か
、
て
、
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
そ
の
真
情
を
吐
躁
し
て
い
る
、
「
私
は
、
力
の
つ
ず
く
か
ぎ
り
は
、
私
の
著
作
を

先
成
す
る
た
め
に
、
寸
刻
を
倍
ん
で
働
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
て
し
た
、
私
は
こ
ｏ
仕
事
ｏ
た
め
に
、
Ｈ
分
の
健
康
、
幸
福
、
生
活
お

よ
び
家
族
の
す
べ
て
を
犠
牝
に
し
た
の
で
す
、
私
は
い
わ
・
ゆ
る
「
実
際
｛
、
荻
」
お
よ
び
彼
ら
Ｏ
賢
明
さ
な
る
も
の
を
螂
笑
し
ま
す
、
家

玄
川
に
な
り
た
け
「
ズ
ば
、
人
類
の
苦
悩
に
背
を
向
け
て
、
白
分
い
、
七
並
ケ
だ
け
を
心
配
し
て
お
れ
ば
も
も
ろ
ん
よ
ろ
し
い
、
だ
が
も
し

も
私
が
、
手
補
、
て
た
り
と
私
Ｏ
劣
述
を
完
成
し
な
い
で
ヘ
ク
ば
っ
た
た
ら
ば
、
ン
、
れ
こ
ン
、
私
は
白
分
を
木
当
に
「
非
実
際
的
な
」
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

岬
…
ゴ
．
に
と
ツ
り
え
ろ
、
／
」
し
、
」
、
つ
」
と
。
ヘ
ロ
り
∴
１
六
阿
校
－
正
を
玖
バ
了
「
レ
、
以
以
一
彼
ｏ
可
へ
ま
で
一
印
川
川
岬
へ
水
北
泌
一
し
、
り
、
、
マ
ル
ク
ス
は
’
千
＾
ｍ
二

時
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
あ
て
て
っ
ー
ざ
Ｏ
よ
う
に
吉
い
た
、
「
ヤ
一
と
い
ま
、
こ
〇
一
巻
Ｏ
準
備
、
が
終
っ
ー
，
一
．
に
、
こ
、
い
仕
事
が
、
て
き
た
い
は



ま
っ
た
く
君
○
お
か
げ
だ
。
君
の
献
身
的
な
援
幼
。
が
な
か
っ
な
ら
ば
、
僕
は
と
う
て
い
こ
○
老
大
な
全
三
巻
和
、
完
成
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
万
腔
の
感
謝
を
も
っ
て
看
を
抱
“
－
－
・
」
と
、
「
資
本
諭
』
第
一
巻
（
一
）
毒
ズ
一
毫
ま
い
一
で
↓
い
、
一
け
コ
、
（
一
。
、
一
、
。
量
。
つ
。
一
、
。
、
、

～
６
き
；
一
９
ヨ
・
多
ぺ
≠
三
３
け
二
八
六
七
年
九
月
二
巳
ご
ろ
出
版
さ
れ
た
、
ン
、
れ
は
ま
こ
と
に
マ
ル
ク
ス
、
が
心
血
シ
、
、
！
、
、
１
、
い
壮
／
こ
畢

生
の
大
著
で
あ
っ
た
、
彼
白
身
の
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
こ
の
種
の
著
作
に
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
難
堵
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
ｏ

は
な
い
か
も
「
レ
れ
一
、
仏
い
。
」
○
、
で
．
あ
る
。

　
（
〃
　
、
Ｍ
∴
∴
－
Ｌ
研
究
所
『
カ
ー
ル
。
マ
ル
ク
ス
年
譜
』
訳
二
八
四
、
八
七
、
三
〇
〇
頁
。

つ
同
右
三
二
八
二
九
・
二
〇
・
一
一
二
、
三
四
、
三
七
、
三
八
頁
。
汁
、
二
喜
二
妻
、
・
け
、
一
一
一
、
一
・
、
、
一
一
、
、
。
、
一
、
一
、
、
戸
、
一
睾
二
・
、
一
訳
田

　
　
　
＼
　
　
　
一
」
。
１
、
、
一

　
　
　
戸
．
．
、
「
ノ
ー
工

＠
多
ぎ
一
い
し
タ
；
一
責
・
訳
三
八
六
－
八
頁
’
。

　
◎
　
阿
有
　
三
Ｎ
一
、
五
六
、
七
一
、
七
六
頁
、
、

　
＠
　
■
岩
ｃ
■
く
ｃ
妻
ミ
け
Ｎ
…
二
二
〆
・
ｎ
一
｛
一
一
■
、
、
岸
一
・
申
○
ｃ
・
ｏ
訳
働
一
七
頁
。

　
＠
　
　
一
八
六
七
グ
・
凹
月
三
十
は
”
丁
け
マ
イ
ヤ
ー
カ
て
の
手
紙
。
　
（
訳
丈
は
宮
川
｛
、
穴
氏
『
資
本
論
柵
究
』
４
二
五
頁
に
よ
る
、
）

　
（
岬
右
二
六
頁
に
よ
、
り
、

　
〇
　
一
八
六
七
仁
－
十
月
十
一
い
、
す
け
ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
ヘ
り
手
紙
、
邦
訳
令
集
二
十
一
谷
五
八
頁
．
、

　
「
資
本
繍
』
第
一
巻
の
序
文
い
、
か
で
、
マ
ル
ク
ス
は
本
苫
の
研
仇
対
象
、
〔
的
、
お
よ
び
立
場
を
あ
“
．
ら
か
に
し
て
い
、
〇
一
、
一
、

な
わ
ち
彼
は
、
　
「
＾
が
こ
ｏ
著
作
ノ
一
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
ｏ
は
、
資
木
制
生
産
様
寸
、
一
、
へ
一
ト
仇
び
、
し
れ
に
照
応
す
る
坐
産
芦
、
一
リ
び
に

交
易
諾
閑
係
で
あ
る
。
」
と
い
い
、
寺
た
「
近
代
杜
＾
ム
の
経
済
的
運
動
法
則
か
し
雌
露
、
す
ろ
，
し
と
は
木
杵
Ｏ
、
蚊
後
Ｏ
窮
樋
Ｈ
的
で
あ

ろ
。
」
と
の
べ
て
い
る
一
さ
わ
に
ま
た
「
経
済
的
な
杜
会
構
造
の
発
■
陵
を
一
つ
Ｏ
白
然
史
的
過
程
・
仁
桝
、
一
，
ろ
」
こ
と
が
、
肖
分
Ｏ
立

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
戊
立
遇
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
七
七
Ｊ



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
一
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
七
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

場
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
後
の
二
つ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
　
「
こ
こ
に
「
資
本
論
』
の
基
本
思
想
が
あ
る
。
」

と
い
っ
て
い
る
、
「
経
済
的
運
動
法
則
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
第
二
版
（
一
八
七
三
年
）
の
後
書
き
に
、
マ
ル
ク
ス
が
先
全
な
同
意

を
も
つ
て
引
用
し
て
い
る
、
「
資
本
論
」
の
方
法
を
あ
っ
か
っ
た
諭
交
（
「
ヴ
ェ
ス
ト
ニ
ク
・
エ
ヴ
ロ
ー
プ
ィ
」
誌
）
中
の
つ
ぎ
の
一

句
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
あ
る
あ
た
え
ら
れ
た
社
会
的
有
機
体
の
発
生
・
存
立
・
発
展
・
死
滅
．
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

よ
り
高
等
な
他
の
有
機
体
に
よ
る
元
の
有
機
体
の
交
替
を
規
制
す
る
と
こ
ろ
の
、
特
殊
な
諸
法
則
」
と
。
か
く
し
て
「
資
木
論
」
の

内
容
は
、
資
本
制
生
産
様
式
を
、
そ
の
発
生
、
発
展
、
消
滅
に
お
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
「
資
本
論
」
第
一
巻
の
第
一
版
は
六
章
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
第
二
版
で
は
そ
れ
が
七
篇
二
五
章
に
分
け
ら
れ
た
、
ま
ず
第
一
篇

「
商
品
と
貨
幣
」
は
、
ま
え
の
著
作
「
経
済
学
批
判
」
の
概
括
で
あ
る
が
、
た
ん
な
る
反
覆
で
は
な
く
て
、
叙
述
が
改
善
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

る
、
す
な
わ
ち
「
以
前
に
は
た
だ
暗
示
さ
れ
た
だ
け
の
多
く
の
点
が
こ
こ
で
は
一
歩
す
す
ん
で
展
開
さ
れ
」
て
い
る
、
つ
ぎ
に
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
の

ら
○
点
を
考
尖
し
よ
う
、

　
「
資
木
諭
」
に
お
い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
は
資
本
制
生
産
様
式
の
交
配
す
る
杜
会
の
富
の
原
茱
形
態
と
し
て
Ｏ
商
品
Ｏ
分
析
か
ら
は

じ
め
、
商
品
が
ン
、
Ｏ
有
用
性
に
よ
っ
て
使
用
価
値
で
あ
る
と
と
も
に
、
使
用
価
値
は
交
批
価
依
い
質
料
的
担
い
手
を
な
す
と
Ｏ
べ
て

い
る
一
だ
が
こ
（
〕
交
扱
価
炊
ｏ
内
実
は
、
商
品
ｏ
交
換
関
係
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
第
三
の
共
通
者
は
、
人
閉
的
労
働
で
あ
り
、
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

品
は
、
ン
、
れ
り
に
共
迦
た
こ
の
杜
会
的
実
体
の
結
品
と
し
て
は
、
　
「
価
値
」
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
は
価
仇
を
交
推
価
仇
か
ら
抽
象
し
て
研
究
し
た
ｏ
ち
、
ふ
た
た
び
ン
、
の
現
象
形
態
た
る
交
扱
価
値
へ
帰
っ
て
く
る
、
「
経

済
学
批
判
」
に
令
い
、
て
は
、
す
、
、
ｔ
に
み
た
よ
う
に
、
価
竹
も
ン
、
い
現
象
形
態
も
と
も
に
交
扱
価
侃
と
レ
人
ぱ
れ
て
い
た
い
で
あ
る
。

　
っ
ぎ
に
一
一
資
本
論
』
。
て
は
、
　
「
南
品
で
表
示
さ
れ
る
労
働
〇
二
皿
性
格
」
が
、
寸
た
わ
ち
「
呉
体
的
・
有
用
的
労
働
」
と
「
拙
象

■



　
　
　
　
　
　
わ

的
・
人
間
的
労
飾
」
と
が
、
　
「
経
済
学
批
判
」
に
お
げ
る
よ
り
も
、
い
つ
そ
う
く
わ
し
く
研
究
さ
れ
て
い
る
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、

商
品
に
ふ
く
ま
汀
て
い
ろ
労
働
の
二
者
闘
争
的
性
格
は
、
彼
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
挽
判
的
に
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
、
！
、
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
一

「
経
済
学
を
理
解
す
る
た
め
の
枢
軸
」
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
著
書
の
「
最
良
の
部
分
」
の
一
つ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
傭
値
彩
態
」
に
か
ん
す
る
理
論
は
、
は
る
か
に
拡
大
さ
れ
、
い
つ
ン
、
う
精
密
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
版
で
は
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
え
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

ー
ゲ
ル
マ
ン
Ｏ
す
す
め
に
し
た
が
っ
て
、
附
録
に
お
い
て
敷
術
さ
れ
、
第
二
版
に
お
い
て
そ
れ
が
本
文
に
、
一
し
り
い
れ
ら
れ
た
。
価
値

形
能
一
に
か
ん
す
る
学
説
の
核
心
で
あ
る
、
一
商
品
の
価
値
は
他
の
商
品
の
使
用
価
値
に
お
い
て
○
み
表
現
さ
れ
る
と
い
う
思
想
は
、

『
経
済
学
批
判
」
Ｏ
な
か
で
す
で
に
基
礎
ず
け
ら
れ
て
い
た
が
、
ユ
、
れ
は
こ
こ
で
全
面
的
に
研
究
、
ａ
れ
、
価
値
表
現
の
両
極
（
「
相

対
的
価
値
形
漉
ご
と
「
等
価
形
態
」
）
お
よ
び
価
値
形
態
の
発
展
（
「
簡
単
な
価
値
形
態
」
、
　
「
総
体
的
価
値
彫
態
」
、
「
一
般
的
価
値

彫
態
」
、
　
「
貨
幣
形
態
」
）
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
商
品
の
分
析
は
、
　
「
商
品
の
物
神
的
性
格
と
ン
、
の
秘
密
」
に
か
ん
す
る
理
論
を
も
っ
て
お
わ
っ
い
る
。
「
経
済
学
批
判
」
の
な
か

で
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
商
品
生
産
杜
会
に
お
い
て
は
、
人
と
人
と
ｏ
杜
会
的
関
係
が
物
と
物
と
の
杜
会
的
関
保
と
し
て
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
い
っ
ン
、
う
厳
締
に
茶
礎
ず
け
ら
れ
ろ
と
と
も
に
、
他
の
生
産
諾
形
態
と
Ｏ
比
較
に

お
い
て
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
る
、

　
竹
幣
り
木
仰
一
と
七
〇
櫟
能
と
の
研
究
に
お
い
て
は
、
「
経
済
学
批
判
」
と
の
あ
い
だ
に
大
ぎ
汽
ち
が
い
は
存
在
し
な
い
、
貨
幣
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
’

諭
に
つ
い
て
は
、
む
し
、
「
批
判
』
ｏ
寸
ヅ
い
っ
ン
、
う
詳
細
。
て
あ
る
。

　
＠
　
一
（
・
曽
冒
！
づ
冒
－
（
考
一
～
二
二
・
Ｈ
．
！
Ｐ
メ
つ
Ｏ
長
谷
部
訳
…
七
一
、
七
三
■
、

　
ゆ
　
レ
ー
ニ
ン
「
人
民
の
友
と
は
な
に
か
」
　
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
第
四
版
第
一
巻
一
一
八
頁
邦
訳
二
一
九
頁
、
、

　
　
マ
八
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
．
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
七
九
）



＠◎ゆ¢◎＠◎◎◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
八
○
）

立
術
館
経
済
学
（
第
三
け
素
一
．
第
一
晋
）

嵩
冒
！
ｐ
・
～
（
）
・
エ
・
ミ
訳
八
五
頁
。

・
．
・
．
（
一
．
工
二
訳
六
九
一
、
一
バ
。

ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
・
ブ
リ
ュ
ー
ミ
ン
『
経
済
学
奥
』
下
巻
訊
六
一
九
－
二
二
貝
参
照
。

｝
戸
］
‘
つ
∴
　
戸
　
ｏ
－
　
へ
）
．
○
ｃ
．
心
〕
　
１
－
い
一
　
一
・
兀
一
占
只
、
一

。
；
・
（
一
・
エ
・
ヨ
一
訳
；
二
火
二

ｐ
ｐ
．
〔
）
．
８
．
さ
訳
二
二
二
頁
、

一
八
六
七
午
八
月
二
十
四
〔
ず
け
マ
ル
ク
ス
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
ヘ
の
手
紙
。
ｐ
・
２
・
○
・
８
・
ｃ
ｏ
○
。
○
訳
（
旧
日
評
社
版
）
　
二
一
七
〇
頁
、
。

第
二
阪
一
の
集
妻
二
．
・
．
一
一
．
一
・
訊
七
五
頁
薫
こ
隻
長
谷
部
姦
訳
『
采
諭
農
抄
』
（
旧
姦
文
庫
）
参
照
。

　
『
経
汚
一
字
批
判
』
へ
の
Ｍ
・
Ｅ
・
Ｌ
研
突
所
の
、
序
文
。
－
（
・
巨
・
・
○
○
・
自
訳
三
〇
五
頁
。

　
「
経
済
学
批
判
」
は
、
商
品
と
貨
幣
Ｏ
分
析
を
も
つ
て
お
わ
つ
て
い
ろ
一
し
か
ろ
に
一
、
資
本
、
論
』
は
さ
ら
に
資
本
Ｏ
分
析
に
す
、
一
、

み
・
マ
ル
ク
ス
Ｏ
全
径
済
学
説
の
「
確
石
」
、
て
あ
る
、
剰
余
価
値
論
を
展
開
し
て
い
ス
、
一
ン
、
れ
は
第
二
篇
よ
り
第
五
篇
二
て
、
て
、
了
戸
し
く

一
」
羊
災
〔
肯
；
鴛
一
・
卒
一
の
娠
化
Ｌ
、
第
三
篇
雲
章
第
二
節
「
価
値
増
霧
程
」
圭
び
第
六
章
「
不
奮
木
、
、
し
可
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

資
■
木
■
「
　
災
七
灼
「
剰
余
価
値
率
」
に
お
い
て
の
べ
ら
れ
て
い
出
。
　
『
資
本
論
』
第
二
巻
Ｏ
序
文
の
な
か
で
、
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
マ

ル
ク
ス
り
列
今
価
倣
諭
Ｏ
歴
吏
的
意
義
を
あ
き
り
か
に
し
て
い
る
、
彼
は
ま
ず
古
典
経
済
学
者
（
ス
、
、
、
ス
、
リ
ヵ
ー
ド
）
ユ
６
よ
び
リ

カ
ー
－
派
」
ぺ
二
」
義
者
（
「
国
民
的
苦
難
の
根
源
お
よ
び
救
済
策
」
の
著
者
、
タ
ム
ソ
ン
、
　
　
口
ー
ド
ベ
ル
ツ
ス
は
彼
、
。
、
ビ
一
お
少
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

ド
永
箏
に
あ
ろ
）
二
よ
ろ
剰
余
価
竹
り
認
識
を
素
描
し
た
Ｏ
切
、
こ
れ
一
。
Ｏ
社
会
幸
義
的
．
先
駆
者
、
ト
た
い
す
一
．
マ
ル
ク
ス
い
関
係
ノ
ゲ
、
、

化
学
い
歴
史
に
お
け
ろ
、
液
素
を
っ
く
り
だ
し
な
が
ら
な
お
燃
素
説
に
と
一
り
わ
れ
て
い
た
プ
リ
ー
↓
〈
ト
リ
令
、
．
仇
び
ン
エ
ー
レ
に
た
い

す
ろ
・
破
素
○
発
兇
考
で
あ
Ｏ
近
代
化
学
の
刺
始
者
、
で
あ
る
ラ
ヴ
オ
ア
ジ
エ
の
関
係
に
比
し
て
い
る
一
　
「
我
ル
、
、
が
い
ま
剰
余
価
値
と



名
ず
け
る
生
産
物
価
値
部
分
の
実
存
は
、
マ
ル
ク
ス
よ
り
も
久
し
く
以
前
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
ン
、
れ
が
な
に
か
ら
成
立
っ

か
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
取
得
者
が
な
ん
ら
○
等
価
も
支
払
わ
な
い
。
て
え
た
労
働
○
生
産
物
か
ら
成
立
っ
と
い
う
こ
と
も
、
明
瞭

の
差
こ
ン
、
あ
札
お
な
じ
よ
う
に
説
か
れ
て
い
た
。
だ
が
一
！
、
れ
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
、
・
…
二
！
、
こ
ヘ
マ
ル
ク
ス
が
現
わ
れ
た
。
し
か
も

尭
行
者
の
す
べ
て
に
た
い
す
る
直
接
的
対
立
に
お
い
て
、
彼
ら
バ
す
で
に
解
答
ｔ
み
た
と
こ
ろ
に
、
マ
ル
ク
ス
は
問
題
の
み
を
み
た
。

彼
は
…
…
こ
こ
で
問
題
な
の
は
一
経
済
事
実
の
た
ん
な
る
確
認
ノ
一
、
も
な
く
、
こ
の
事
実
と
永
遠
の
正
義
お
よ
び
真
の
道
徳
と
の
衝
突

で
も
な
く
、
全
経
済
学
を
変
革
す
る
使
命
を
も
つ
一
事
実
、
用
法
を
心
得
た
人
の
手
に
全
資
本
制
生
産
の
理
解
の
鍵
を
提
供
す
る
一

事
実
で
あ
る
こ
と
を
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
手
が
か
り
に
彼
は
－
…
既
存
の
範
曙
の
い
っ
さ
い
を
吟
味
し
た
。
剰
余
価
値
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

な
ん
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
、
彼
は
価
値
が
な
ん
で
あ
る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
価
値
と
は
な
に
か
と
い
う
問
題
に

た
い
し
て
は
、
「
経
済
学
批
判
』
お
よ
び
「
資
本
論
』
第
一
巻
第
一
篇
に
お
い
て
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
た
き
解
答
が
あ
た
え
ら
れ
た
。

剰
余
価
値
論
の
理
論
的
基
礎
を
な
す
も
の
は
、
第
一
に
商
帰
を
生
産
す
る
労
働
の
価
値
形
成
的
性
格
の
把
握
、
＞
、
れ
と
使
用
価
値
の

一
源
泉
と
し
て
の
具
体
的
労
働
と
の
区
別
、
い
い
か
え
れ
ば
労
働
〇
二
重
性
格
の
認
識
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
の
先
行
者
た
ち
は
す
べ
て
、
剰
余
価
値
を
そ
の
特
殊
的
彬
態
に
お
い
て
の
み
、
　
　
す
な
わ
ち
ペ
テ
ィ
お
よ
び
ヶ
、
不
ー

は
地
代
の
彩
態
に
お
い
て
、
ス
、
一
・
ス
お
よ
び
リ
カ
ー
ド
は
利
潤
の
彩
態
に
お
い
て
、
ま
人
／
こ
口
ー
ド
ベ
ル
ッ
ス
は
賃
子
（
宍
９
ａ
）
の
彩

態
に
お
い
て
、
　
　
把
握
し
た
一
し
か
る
に
マ
ル
ク
ス
は
剰
余
価
値
を
、
一
１
，
Ｏ
特
殊
的
諸
形
熊
た
る
利
潤
・
利
子
・
地
代
等
か
ら
抽

象
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
ま
だ
分
離
し
て
い
な
い
一
！
、
〇
一
般
的
形
態
に
お
い
て
把
撮
し
、
ン
、
れ
に
よ
っ
て
資
木
制
生
産
の
秘
密
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
’

そ
の
階
級
的
敵
対
の
根
源
を
、
腿
一
露
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
Ｏ
著
許
の
「
最
良
Ｏ
部
分
」
Ｏ
い
ま
一
つ
Ｏ
も
の
が
あ
る
、

　
マ
ル
ク
ス
の
剰
余
価
値
論
の
理
論
的
基
礎
の
第
二
の
点
は
、
労
働
と
労
働
力
と
の
区
別
で
あ
る
。
彼
は
貨
幣
の
資
木
へ
○
転
化
を

　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
八
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
八
二
）

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
晋
）

研
究
し
て
・
そ
染
労
働
力
の
売
買
に
も
と
ず
二
と
を
証
明
し
た
。
彼
は
…
で
「
労
働
力
一
価
値
創
藷
属
性
を
労

働
の
か
わ
り
に
も
一
て
く
る
：
に
よ
一
て
、
古
典
経
済
学
を
崩
警
せ
た
蕾
難
の
；
、
す
柔
蓋
本
と
労
働
と
の
交
換
を
、

労
働
時
間
宝
る
価
値
の
決
定
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
の
不
可
能
を
、
一
挙
に
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
労
働
者
が
、
労
働

力
の
価
値
そ
れ
は
こ
の
商
品
の
生
産
に
杜
会
的
に
必
菱
労
働
時
間
に
よ
つ
て
、
す
柔
喜
働
者
と
り
、
、
の
家
族
の
生
婆
料

の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
一
て
規
定
さ
れ
る
の
等
価
を
再
生
産
す
る
時
間
一
・
必
要
労
働
時
間
・
一
を
こ
え
て
、
資
本
家

の
た
め
に
労
働
さ
せ
ら
れ
る
鯖
一
・
剰
余
労
働
時
間
・
一
に
き
て
、
剰
余
価
値
が
生
産
さ
｝
の
で
雲
。
力
、
、
れ
ゆ
え
、
「
剰
余

価
値
を
た
ん
を
剰
余
労
働
時
間
の
凝
結
・
た
ん
奮
対
象
化
さ
れ
た
剰
余
労
働
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
、
剰
余
価
値
の
認
識
に

　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
８

よ
っ
て
決
定
的
、
で
あ
る
。
」

マ
ル
ク
ス
は
葉
制
生
産
過
程
茎
析
し
て
、
荒
が
「
労
働
蓬
一
と
「
橿
増
殖
過
程
一
と
の
一
一
つ
の
面
董
つ
こ
と
３

き
ら
か
に
「
し
た
・
其
わ
ち
・
人
間
生
活
の
、
水
遠
の
暴
条
件
で
あ
る
労
働
過
程
に
汽
て
は
、
生
薯
は
人
間
と
し
舌
奮
働

き
か
け
・
昌
の
生
聾
料
姦
得
す
る
と
と
走
、
白
然
と
彼
白
身
と
を
変
化
さ
せ
る
が
、
価
値
増
殖
過
程
す
奪
ち
剰
余
価
値

の
生
髭
程
に
お
い
て
は
・
労
禦
は
菜
家
の
統
弧
圭
で
労
働
し
、
ン
、
の
生
産
物
は
資
本
噌
所
有
物
で
あ
つ
て
、
彼
は
資

本
息
す
る
と
こ
ろ
の
・
窪
手
段
と
異
な
ら
ぬ
た
実
る
物
に
す
ぎ
な
い
こ
と
墓
き
ら
か
に
レ
た
、
そ
れ
は
蕾
マ
ル
ク
ス
が

縞
し
た
「
労
働
の
昌
疎
外
一
の
盤
の
、
い
つ
ン
、
う
の
発
展
一
し
あ
・
、
完
薯
あ
る
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。

一
ル
ク
ス
は
こ
い
裂
擢
の
叢
に
関
連
し
て
、
決
嵩
に
。
拳
べ
楽
琴
「
不
蓬
木
」
一
生
肇
セ
竿
さ
れ
た

資
本
部
分
一
と
「
可
変
菜
一
一
労
働
力
に
投
下
亮
た
資
本
部
分
一
と
一
・
茎
こ
な
い
、
ま
た
資
木
に
よ
る
労
働
の
搾
取
度

を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
「
剰
余
価
値
率
一
一
講
繁
－
鱗
簑
一
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
、



　
新
余
価
値
の
生
産
は
二
つ
の
主
要
な
方
法
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
日
○
延
長
に
よ
る
方
法
（
「
絶
対
肘
剰

余
価
値
の
生
産
」
１
第
三
篇
）
と
、
必
要
労
働
時
間
の
短
縮
、
お
よ
び
こ
れ
に
と
も
な
う
労
働
目
の
両
構
成
部
分
○
量
的
割
合
の
変

化
に
よ
る
方
法
（
「
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」
１
第
四
篇
）
と
で
あ
る
。
前
者
に
関
連
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
目
の
制
限
を
め

ぐ
る
労
働
者
階
級
と
資
本
家
階
級
と
の
闘
争
を
分
析
し
、
後
者
に
関
連
し
て
、
資
本
主
義
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
生
産
力
発
展
の
三
つ

の
王
要
な
歴
史
的
段
階
　
　
０
Ｄ
協
業
、
似
分
業
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
、
倒
機
械
と
大
工
業
　
　
を
分
析
し
て
い
る
。

　
第
五
篇
（
「
絶
対
的
お
よ
ひ
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」
）
を
も
っ
て
、
本
来
の
な
い
し
狭
義
の
剰
余
価
値
論
は
お
わ
る
、
、
〆
、
こ
で
こ
ソ
し

に
一
言
マ
ル
ク
ス
剰
余
価
値
成
立
の
歴
史
的
、
理
論
的
背
景
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
剰
余
価
値
論
は
、
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

五
〇
年
代
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
成
果
と
し
て
、
ン
、
の
後
半
（
一
八
五
七
．
八
年
）
に
成
立
す
る
の
、
て
あ
り
、
以
後
六
〇
年
代

は
そ
の
整
備
、
完
成
の
時
期
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
一
八
五
〇
、
六
〇
年
代
は
、
資
本
主
義
の
先
進
国
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て
、
最
初
の
実
効
あ
る
工
場
法
が
制
定
さ
れ
た
一
八
三
三
年
以
降
の
、
近
代
的
な
資
本
と
労
働
と
の
襟
準
労
働
巳
を
め
ぐ
る
闘

争
が
頂
点
に
達
す
る
時
期
で
あ
り
、
マ
ル
’
ク
ス
が
労
働
時
間
の
意
義
を
趣
度
に
重
要
視
し
、
剰
余
価
値
を
剰
余
労
働
時
間
に
遺
元
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
木
制
生
産
関
係
Ｏ
本
質
を
把
握
し
た
の
も
、
こ
い
労
働
者
幣
級
の
歴
史
的
休
駁
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
〃
か
っ
た

も
の
と
お
も
わ
れ
小
。
一
八
四
〇
年
代
Ｏ
「
労
働
の
白
己
疎
外
」
の
思
想
に
お
い
て
は
、
資
木
主
義
杜
会
に
お
け
る
労
働
の
非
人
閉

的
性
格
が
鋭
く
曝
露
さ
れ
な
が
ら
も
、
い
ま
だ
ン
、
れ
が
経
済
理
論
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
労
働
日
の
必
要
労

働
時
閉
と
剰
余
労
働
時
間
と
へ
分
裂
の
把
握
に
よ
っ
て
、
全
経
済
学
説
ｏ
核
心
的
理
論
と
し
て
の
剰
余
価
値
論
が
形
成
さ
れ
た
ｏ
で

あ
る
、
さ
し
に
理
諭
的
に
は
、
古
典
経
済
学
、
と
く
に
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
の
い
っ
ン
、
う
徹
底
的
な
批
判
的
摂
取
と
と
も
に
、

リ
カ
ー
ド
経
済
学
Ｏ
社
会
主
義
的
応
用
者
た
ち
、
と
く
に
は
じ
め
て
「
剰
余
価
値
を
剰
余
労
働
に
分
塀
」
し
た
「
国
民
的
苦
難
の
根

　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
掌
の
成
立
過
程
に
１
か
ん
す
る
一
考
察
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
八
四
）

源
お
よ
び
救
済
策
』
の
著
者
に
も
示
唆
を
う
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
著
書
を
読
ん
だ
の
は
お
辛
、
ら
く
一
八
五
一

　
　
　
　
　
幻

年
頃
あ
ろ
工
。
だ
、
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
Ｏ
○
べ
て
い
る
よ
う
に
、
剰
余
価
値
論
を
創
始
し
、
＞
、
れ
に
よ
っ
て
全
経
済
学
を
変
革
し
た
も
の

は
も
と
よ
り
マ
ル
ク
ス
、
て
あ
っ
た
。

　
＠
　
マ
ル
ク
ス
剰
余
価
値
論
の
大
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
剰
余
価
値
説
の
成
立
過
程
（
一
）
」
　
（
ｉ
立
命
飾
経
済
享
』
第
二
巻
第
五
号
）
九
七
－
一

　
　
　
〇
三
頁
参
照
。

　
◎
　
古
典
経
済
学
お
よ
び
初
期
杜
会
主
義
経
済
学
に
よ
る
剰
余
価
値
認
識
に
つ
い
て
は
、
　
「
剰
鋲
仙
値
説
の
戌
立
過
程
（
一
）
」
お
よ
び
「
（
二
）
」

　
　
　
（
同
右
第
二
巻
第
六
号
）
に
．
お
い
て
略
述
し
た
。

◎
　
Ｈ
１
二
…
お
ｏ
ア
く
○
毫
ミ
一
昌
昌
ご
Ｈ
）
易
－
（
毛
ま
ポ
。
。
宍
一
．
『
○
○
・
］
９
］
ｏ
訳
伺
二
五
－
二
七
頁
、
一

＠
　
一
八
六
七
年
八
月
二
十
四
目
ず
け
マ
ル
ク
ス
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
ヘ
の
手
紙
Ｕ
ｐ
・
・
Ｈ
〈
毛
岸
巳
二
｝
一
一
・
Ｈ
・
○
○
・
ｏ
ｏ
Ｓ
訳
（
旧
母
評
杜
版
）
二
一
七
〇
頁
。

＠
　
Ｕ
葛
六
毛
ま
ポ
ー
ｗ
一
一
．
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
ｓ
ｑ
訳
似
三
八
五
頁
。

＠
　
ｐ
・
ｐ
っ
・
ヱ
・
］
○
ｃ
ｐ
］
竃
一
；
○
ｏ
訳
似
三
二
九
、
三
三
九
、
三
四
一
頁
。

◎
　
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
も
、
　
「
史
的
唯
物
論
は
一
八
四
囚
…
五
年
に
発
見
さ
れ
て
い
た
、
剰
余
価
仇
の
理
論
は
、
弁
証
法
灼
方
法
の
明
断
な
使
用
抽
よ

　
　
び
そ
の
汽
本
主
義
へ
の
適
用
と
抽
な
じ
く
、
一
八
五
七
年
に
あ
ら
わ
れ
た
、
」
　
（
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
二
九
頁
）
と
の
べ
て
い
る
、
、

◎
　
杉
原
四
郎
氏
「
マ
ル
ク
ス
剰
余
価
侃
諭
に
か
ん
す
る
一
考
察
」
（
一
一
、
関
［
大
〃
絆
済
補
填
』
一
九
、
九
二
年
十
二
月
）
参
照
、
一
マ
ル
ク
ス
は
第
八
章

　
　
「
労
働
Ｒ
」
で
一
八
三
三
！
六
凹
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
柘
け
る
標
準
労
働
口
〃
た
め
の
蘭
箏
を
詐
舳
に
あ
と
、
す
け
る
と
と
・
つ
に
、
商
品
交
換
の
法

　
　
則
に
も
と
ず
く
労
働
者
の
槙
準
労
働
Ｈ
要
求
の
主
張
に
ー
お
い
て
、
、
　
一
八
六
〇
－
－
六
一
年
の
罷
業
巾
の
ロ
ン
ド
ン
の
建
築
カ
例
レ
石
の
声
明
を
、
ほ

　
　
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
利
川
し
て
い
る
、
、
（
戸
戸
〔
）
．
ユ
．
ピ
〕
凧
凶
凹
一
〇
頁
、
）

◎
　
　
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
年
譜
』
に
よ
っ
て
も
そ
の
年
は
確
定
し
え
ｔ
い
が
、
　
一
八
五
一
年
に
は
レ
ヴ
ン
ス
ト
ー
ン
お
よ
び
ホ
、
ジ
ス
キ
ン
を
読
ん

　
　
で
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
同
年
頃
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
第
六
篇
「
労
賃
」
に
お
い
て
は
、
労
賃
が
労
働
力
Ｏ
価
値
ま
た
は
価
格
Ｏ
転
化
形
態
で
あ
ろ
こ
と
、
が
あ
き
、
ク
か
に
さ
九
、



労
賃
○
形
態
が
い
か
に
資
本
宗
に
よ
る
労
働
者
の
搾
取
を
、
偽
装
し
、
隠
蔽
す
る
か
が
示
さ
れ
て
い
る
、

　
最
後
の
第
七
篇
「
資
木
○
蓄
積
遁
程
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
資
本
制
生
産
に
と
つ
て
は
単
純
再
生
産
で
は
な
く
拡
大
再
生
産
が
典

型
的
で
あ
る
が
、
拡
大
再
生
産
に
お
い
て
は
、
白
分
の
労
働
を
基
礎
と
す
る
商
品
生
産
○
所
有
法
則
が
必
然
に
、
他
人
の
労
働
○
搾

取
に
も
と
ず
く
資
本
制
的
占
有
○
法
則
に
転
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
資
本
○
蓄
積
は
、
資
本
の
有
機
的
構

成
の
高
度
化
、
す
な
わ
ち
不
変
資
木
に
た
い
す
る
可
変
資
木
の
和
対
的
減
少
を
と
も
な
い
、
一
ノ
一
、
の
縞
果
と
し
て
必
然
的
に
、
　
「
棉
対

的
過
剰
人
口
」
ま
た
は
「
産
業
予
備
軍
」
が
う
み
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
一
方
の
極
に
お
け
る
富
の
蓄
積
と
、
他

方
の
概
に
お
け
る
貧
困
の
蓄
積
　
　
こ
れ
が
「
資
本
制
藷
積
の
一
般
的
法
則
」
な
Ｏ
、
て
あ
る
。
つ
ず
い
て
資
本
制
生
産
の
歴
史
的
前

提
を
つ
く
り
だ
し
た
「
本
源
的
蓄
積
」
、
す
な
わ
ち
労
働
力
Ｏ
商
品
化
の
た
め
の
条
件
た
る
賞
由
な
労
働
者
を
う
み
だ
し
た
と
、
こ
ろ

の
、
直
接
生
産
者
か
ら
ｏ
生
産
手
段
の
収
奪
　
　
と
く
に
農
長
か
ら
の
土
地
収
奪
　
　
ｏ
過
程
が
分
析
さ
れ
、
最
後
に
「
資
本
制
蕎

積
の
歴
史
的
偶
向
」
が
つ
ざ
Ｏ
よ
う
に
特
徴
ず
け
ら
れ
て
い
る
、
　
直
接
生
産
煮
○
収
奪
に
よ
っ
て
、
個
六
の
労
働
す
る
個
人
と
そ

の
労
働
条
什
と
り
療
汚
に
基
礎
を
お
く
私
有
は
、
他
人
の
労
働
の
搾
取
に
某
礎
を
お
く
資
本
制
的
私
有
に
よ
っ
て
お
き
か
え
ら
れ
た
、

い
ま
ヤ
収
奪
さ
る
べ
き
も
○
は
〃
く
ｏ
労
働
者
を
搾
取
し
つ
つ
あ
る
資
木
家
で
あ
り
、
こ
の
収
奪
は
、
資
木
制
生
産
の
内
在
的
法
則

の
作
用
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
資
木
り
集
中
に
・
∴
て
な
し
と
げ
し
れ
る
、
ン
、
れ
と
と
も
に
、
労
働
過
程
ｏ
協
莱
的
形
態
、
科
学
の

技
術
的
応
州
、
土
地
り
計
丙
的
利
用
、
労
働
手
改
Ｏ
共
同
的
に
だ
け
使
川
さ
れ
う
る
労
働
手
股
へ
Ｏ
転
化
、
等
六
が
発
展
す
る
、

「
こ
Ｏ
転
化
池
挫
Ｏ
い
り
さ
い
り
利
木
を
枝
傘
独
｛
す
ろ
大
災
木
家
た
ち
り
籔
が
た
え
い
す
減
少
す
る
に
つ
れ
て
、
貧
旧
．
抑
圧
．
隷

属
・
堕
落
・
搾
取
Ｏ
冊
一
が
｝
大
す
ろ
ガ
、
し
か
し
ま
“
。
に
、
た
火
い
で
月
脹
し
、
ン
、
し
、
一
し
オ
木
杓
坐
鳩
池
程
ン
一
〇
も
Ｏ
い
機
構
に
レ
人
つ
て

訓
練
さ
れ
、
縞
合
さ
れ
、
紺
総
さ
れ
た
労
働
者
階
級
の
叛
逆
も
増
大
す
る
一
災
木
独
｛
は
、
ン
、
れ
と
と
も
に
そ
れ
の
も
と
で
閑
花
し

　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
祭
（
松
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
八
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
八
六
）

た
生
産
様
式
の
桂
桔
と
な
る
、
生
産
手
段
の
集
中
と
労
働
の
杜
会
化
と
は
、
そ
れ
ら
ｏ
資
本
制
的
外
被
と
も
は
や
両
立
し
え
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
Ｌ

る
点
に
到
達
す
ろ
、
こ
の
外
被
は
粉
砕
さ
れ
る
、
資
木
制
的
私
有
ｏ
終
篶
を
昔
げ
る
鐘
が
な
ろ
一
収
奪
者
が
収
奪
さ
れ
る
。
」

　
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
体
系
は
、
も
と
よ
り
こ
れ
を
も
っ
て
完
給
す
る
の
で
は
な
い
、
『
資
本
諭
」
第
一
巻
は
「
資
木
の
生
産
過
程
」

を
と
り
あ
っ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
資
本
の
流
通
過
程
」
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
、
さ
ら
に
「
資
本
制
生
産
○
総
過
程
」
に
お
い
て
、

全
体
と
し
て
考
察
さ
れ
た
資
木
の
運
動
過
程
か
ら
生
ず
る
具
体
的
諾
形
態
が
叙
述
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
マ
ル
ク
ス
は
こ
○
「
資
木

論
」
○
続
巻
の
著
述
の
た
め
に
、
な
お
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て
、
次
第
に
悪
化
す
る
健
康
状
態
と
闘
い
な
が
ら
研
究
を
つ
ず
け
、
と

く
に
一
八
六
八
－
七
〇
年
お
よ
び
七
七
ｉ
七
八
年
に
は
第
二
巻
の
た
め
の
草
稿
を
か
い
て
い
る
一
一
八
八
三
年
三
月
一
四
日
の
マ
ル

ク
ス
の
死
○
○
ち
ぽ
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
そ
の
編
集
と
出
版
○
仕
事
を
う
け
つ
ぎ
、
異
常
な
努
力
に
よ
っ
て
、
一
八
八
五
年
に
「
第
二

巻
』
を
、
彼
の
死
の
前
年
一
八
九
四
年
に
「
第
三
巻
」
を
出
版
し
た
一
第
二
巻
は
「
資
本
の
循
環
」
、
　
「
資
木
の
回
転
」
、
お
よ
び
．

「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
」
を
ふ
く
み
、
第
三
巻
は
、
ま
ず
「
剰
余
価
値
の
利
潤
へ
の
転
化
、
平
均
利
潤
率
の
形
成
」
を

と
り
あ
っ
か
っ
た
Ｏ
ち
、
利
澗
〇
一
部
Ｏ
「
商
業
利
潤
」
へ
の
転
化
、
　
「
利
潤
Ｏ
利
子
と
企
業
者
利
得
へ
の
分
裂
」
、
お
よ
び
「
超

過
利
潤
○
地
代
へ
Ｏ
転
化
」
を
研
究
し
て
い
ろ
一
す
な
わ
ち
こ
こ
、
て
は
剰
余
価
値
の
特
殊
的
諾
形
態
が
分
析
さ
れ
て
い
る
Ｏ
、
て
あ
る
一

さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
資
本
論
」
第
四
巻
に
予
定
し
て
い
た
一
八
六
二
年
の
「
剰
余
価
伎
に
か
ん
す
る
諾
学
説
」
○

草
稿
は
、
カ
ウ
ッ
キ
ー
（
弓
己
弓
一
募
４
）
よ
っ
て
独
立
Ｏ
莱
作
「
剰
余
価
仇
学
説
史
」
Ｃ
一
一
…
ま
ご
亭
９
（
一
９
字
一
・
ヲ
さ
５
三

巻
と
し
て
一
九
〇
五
、
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
一
だ
が
わ
れ
わ
れ
の
主
腫
に
と
っ
て
は
、
一
応
一
、
資
本
諭
」
第
一
巻
ま
、
て
で
お
わ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
、
と
く
に
さ
き
に
引
用
し
た
「
資
本
制
奇
積
の
歴
史
的
傾
向
」
は
、
あ
る
意
味
で
「
資
木
論
」
全
巻
の
締
語
と
も

み
ろ
こ
と
が
で
き
る
一



元
来
一
ル
ク
ス
の
経
済
学
嚢
の
目
的
は
、
彼
が
す
で
に
青
年
時
代
・
一
八
四
一
手
）
に
あ
。
身
、
ら
か
に
し
た
窮
極
目
標
人
間

の
解
放
・
童
び
え
を
実
現
す
べ
き
プ
一
一
タ
ー
ア
ー
－
の
貰
嵩
使
命
。
必
然
性
を
、
資
本
主
義
杜
会
。
経
済
的
運
動
法
則

の
う
ち
に
・
蒲
す
童
と
に
あ
｛
そ
れ
は
圭
吉
『
栗
論
」
全
三
巻
に
よ
つ
て
科
学
的
に
論
証
荒
て
い
る
の
で
あ
る

が
・
右
の
「
歴
嵩
傾
向
一
の
節
の
う
ち
に
と
く
に
明
確
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
す
奪
ち
「
生
産
手
段
の
集
中
と
労
働
。
隻

化
と
一
が
「
そ
苫
の
菜
制
的
外
被
と
両
立
し
え
な
乏
る
一
い
い
か
え
注
、
「
杜
会
的
生
産
と
葉
制
的
占
有
と
の
あ
い
だ

の
相
刺
一
が
・
栗
制
的
占
有
様
式
の
・
生
産
力
の
杜
会
的
本
一
ぽ
皇
ず
く
生
産
物
の
占
有
様
式
す
素
星
産
手
段
の
杜

会
的
所
有
と
生
婆
料
の
個
人
的
所
有
一
の
篭
を
、
必
嚢
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
、
、
、
し
て
そ
れ
に
よ
つ
て
、
人
間
は
は
じ

め
て
「
自
然
一
と
「
白
含
身
の
杜
会
組
織
の
夫
一
と
言
、
〔
十
案
意
識
莞
つ
て
募
の
歴
器
つ
く
る
よ
う
に
な
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
７

「
こ
れ
は
必
然
の
王
国
か
ら
自
由
の
王
国
へ
の
人
類
の
飛
躍
で
あ
る
。
」

そ
砦
等
ル
ク
ス
に
淳
る
人
間
の
解
放
の
意
義
あ
る
い
は
内
容
は
充
差
つ
た
か
。
ン
、
註
人
間
能
力
言
由
桑
展
に

ほ
か
言
葦
こ
の
こ
と
は
さ
き
に
引
用
し
た
一
共
産
党
宣
言
一
中
の
一
句
「
各
人
の
白
由
な
発
察
万
人
青
由
火
仏
発
展
の
条

件
と
な
る
考
な
協
同
杜
会
一
に
よ
一
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
ン
、
の
た
め
に
は
労
働
生
産
力
の
高
度
の
発
展
に
よ
つ
て
労
働
円
が

短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
卸
一
ル
ク
ス
は
、
労
働
を
人
間
の
喰
的
機
能
と
考
え
、
共
産
主
義
杜
会
に
、
ご
て
は
労
働
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

「
生
活
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
－
…
生
活
の
第
一
の
欲
束
一
と
さ
え
言
う
る
こ
と
を
認
め
奈
ら
、
し
か
も
い
つ

て
い
る
・
「
畠
の
国
は
・
事
実
上
・
窮
迫
と
外
的
倉
的
性
と
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
ろ
労
働
実
美
る
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
て

始
ま
る
こ
た
が
一
て
そ
れ
は
・
事
柄
の
本
質
・
－
一
、
本
来
的
な
物
質
的
生
産
の
彼
岸
に
よ
こ
た
わ
る
。
三
の
領
域
に
春
る
自

　
　
　
一
ル
ク
ス
葵
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察
（
警
）
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
八
七
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
．
第
一
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
八
八
）

由
は
、
た
だ
杜
会
化
さ
れ
た
人
間
、
結
合
し
た
生
産
者
た
ち
が
、
彼
ら
の
自
然
と
の
質
料
変
換
に
よ
っ
て
、
盲
目
的
な
力
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
や
め
、
こ
れ
を
合
理
的
に
規
制
し
、
彼
ら
の
共
同
的
統
制
の
も
と
に
お
き
、
最
少
の
力

の
支
出
と
彼
ら
の
人
間
性
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
条
件
と
を
も
っ
て
、
こ
の
機
能
を
お
こ
な
う
と
い
う
点
に
の
み
あ
り
う
る
。
し

か
し
こ
れ
は
た
お
依
然
と
し
て
必
然
の
国
で
あ
る
。
ン
、
の
彼
岸
に
、
自
已
目
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
人
間
の
力
の
発
展
が
、
真
○

自
由
の
国
が
は
じ
ま
る
。
し
か
し
こ
の
国
は
か
○
必
然
の
国
を
基
礎
と
し
て
の
み
、
開
花
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
巨
の
短
縮
が

　
　
　
　
　
　
　
　
９

そ
の
根
本
条
件
で
あ
る
。
」
も
と
よ
り
マ
ル
ク
ス
は
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
こ
の
「
白
由
に
し
う
る
時
間
」
を
実
現
し
、
し
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

「
協
同
杜
会
的
白
日
田
の
あ
ら
ゆ
る
噴
泉
が
あ
ふ
れ
出
」
て
、
各
人
が
ユ
、
の
「
能
力
に
応
じ
む
」
労
働
し
、
　
「
そ
の
必
要
に
応
じ
て
」
取

得
し
う
る
た
め
に
は
、
杜
会
革
命
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
け
っ
し
て
見
逃
さ
な
か
っ
レ
ー
こ
、
い
な
、
彼
に
と
っ
て
は
杜
会
革
命
は
、
こ

○
よ
う
な
人
類
の
理
想
の
実
現
を
可
能
に
す
る
唯
一
〇
道
だ
っ
た
ｏ
、
て
あ
る
。
人
間
能
力
の
無
隈
の
発
展
の
た
め
の
白
由
な
時
間
の

獲
得
、
、
／
、
の
た
め
の
労
働
目
の
短
縮
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
窮
極
目
標
を
あ
き
ら
か
に
し
た
石
の
こ
と
ば
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ

も
こ
の
考
察
を
お
わ
る
こ
と
に
し
よ
う
、

ゆ
曽
、
、
、
Ｌ
一
・
、
｝
（
言
具
澤
Ｈ
ン
・
。
８
－
・
。
訳
倒
二
五
八
上
ハ
○
頁
。

　
　
　
カ
ウ
ツ
キ
ー
版
の
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
は
、
配
列
の
変
更
や
原
文
の
改
作
や
削
除
な
ど
著
し
い
歪
山
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
・

　
　
Ｍ
．
Ｅ
．
Ｌ
研
究
所
で
準
備
さ
れ
て
い
る
そ
の
科
学
版
に
お
い
て
は
マ
ル
ク
ス
の
手
稿
が
忠
実
に
復
元
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
（
弓
経
済
学
の
諾

　
　
閉
脳
』
一
九
五
〇
年
第
九
ザ
参
照
）

　
◎
　
－
、
・
ご
、
、
胴
。
一
げ
・
＞
、
、
巨
１
Ｕ
巳
ま
渇
一
７
Ｓ
一
一
〇
〇
〇
］
一
〇
〇
〇
甲
ｏ
訳
『
選
集
』
第
一
囚
浴
凹
六
〇
－
六
一
、
〔
七
三
、
四
七
七
■
ｉ
八
頁
・

　
◎
　
マ
八
ク
ス
に
お
け
る
労
働
Ｒ
短
締
の
思
利
仙
の
特
徴
に
つ
い
て
、
は
、
杉
原
凹
｝
氏
「
必
要
労
働
と
列
余
労
働
」
　
（
、
人
丈
学
論
集
』
一
九
五
〇
年

　
　
三
ハ
）
一
二
二
；
一
九
頁
参
〃
、
、

　
◎
　
事
、
、
、
二
（
、
；
二
巨
（
ぎ
；
嚢
－
、
；
肌
…
…
７
一
．
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
訳
『
遣
集
』
第
一
二
巻
二
四
三
頁
、

ゆ
着
、
、
、
二
一
星
５
言
巳
Ｌ
一
一
一
・
自
・
ゾ
・
ｃ
お
ム
訳
ｏ
靱
二
五
干
－
五
六
頁
、
．

　
＠
　
室
、
、
、
一
Ｃ
、
、
皇
、
、
。
、
－
、
、
Ｃ
讐
、
、
…
１
訊
二
匹
三
「
四
頁
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）


